
「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (5)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 6,568 千円

29年度予算額： 6,568 千円

28年度歳出予算現額※1： － 千円
28年度決算額： － 千円

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

　　「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言に、より多くの民間企業や団体
等のトップの賛同を得、具体的取組を促進するため、行動宣言や賛同者の取組の成功事例
を紹介するシンポジウムや、組織トップによる組織内外での取組及びネットワークの拡大・質
向上に向けた賛同者ミーティングの開催、成功事例集及び行動宣言についての広報啓発
ツールの作成を行い、国内外に組織トップのコミットメントの重要性を発信する。また、地域に
おける男性リーダーのネットワーキング促進に向けて、地域の経済団体等への働きかけを
行う。

通し番号  71 

　平成26年３月に首相官邸で開催された「輝く女性応援会議」を契機に、同年６月、女性活躍
推進に積極的に取り組む男性リーダーによって策定・公表された「輝く女性の活躍を加速す
る男性リーダーの会」 行動宣言に沿って、組織トップ自らが女性活躍に取り組み、その行動
を全国の組織トップやWAW!などの国際会議等へ発信・周知すること等により、女性活躍加速
の気運を高める。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

－

組織トップの女性活躍へのコミットメント拡大

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（５）企業における女性の参画拡大に資する環境整備

②組織トップの女性活躍へのコミットメント拡大
　女性活躍の推進には、組織トップのコミットメントが不可欠である。女性の活躍推進に積極
的に取り組む男性経営者等によって策定・公表された「輝く女性の活躍を加速する男性リー
ダーの会」行動宣言の賛同者による取組の好事例を全国へ情報共有・発信する。特に、地
域における先進的事例を情報共有・発信する。また、地方公共団体や地元企業・大学等の
組織トップによるネットワークの形成や情報・意見交換を促進するよう、都道府県や地域の
経済団体、女性活躍推進法に基づく協議会等に働きかける。
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分野
－大
項目

２－４

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平成２
８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく平成
２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

主に関係する分野・大項目

経済分野

その他関係する分野・大項目等

１－３、３－１、１０－２

担当府省・担当課
内閣府

男女共同参画局総務課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※2

－

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※3

４０
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国
業

者
等

○
イ

ベ
ン
ト

の
開
催

行
動

宣
言
や

賛
同
者
の
取
組
の
成
功
事
例
を
紹
介
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム
や
組

織
ト
ッ
プ
に
よ
る
組
織
内
外
で
の
取
組
及
び
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
の

拡
大
・
質
向
上
に
向
け
た
賛
同
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開

催
す
る

。

○
啓

発
ツ
ー

ル
の
作
成

行
動

宣
言
に

つ
い
て
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
広
報
ツ
ー
ル
や
、

賛
同

者
の
取

組
の
成
功
事
例
を
発
信
し
、
同
様
の
取
組
を
促
進

す
る

た
め
事

例
集
を
作
成
す
る
。
い
ず
れ
も
英
語
版
を
作
成
し
、

国
際

会
議
等

で
の
情
報
発
信
に
使
用
す
る
。

○
男

性
リ
ー

ダ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
促
進
等
に
向
け
た

地
域

へ
の

働
き
か
け

地
域

に
お
け

る
女
性
活
躍
を
加
速
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
地

域
の
経

済
団
体
等
へ
働
き
か
け
、
男
性
リ
ー
ダ
ー
の
ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ
ン

グ
や
取
組
を
促
進
す
る
。

○
女

性
の
活

躍
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、

組
織
ト

ッ
プ
の
女

性
活

躍
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
拡
大
す
る

こ
と

が
重

要
で
あ

り
、

「
女
性
活

躍
加
速
の
た
め
の
重
点
方
針

20
17
」

に
お

い
て

も
、

重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し
て

掲
げ

て
い

る
。

○
平

成
26
年

３
月
に
首
相
官
邸
で
開
催
さ
れ
た

「
輝
く

女
性
応
援

会
議

」
を
契

機
に
、
同
年
６
月
、
女
性
活
躍

推
進

に
積

極
的
に

取
り

組
む
男

性
リ
ー
ダ
ー
が
「
輝
く
女
性
の

活
躍

を
加

速
す
る

男
性

リ
ー
ダ

ー
の
会
」
行
動
宣
言
を
策
定
・

発
表

。
様

々
な
女

性
の

意
欲
を

高
め
、
そ
の
持
て
る
力
を
最
大

限
発

揮
で

き
る
よ

う
、

具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
宣

言
。

○
よ

り
多
く

の
民
間
企
業
や
団
体
等
の
ト
ッ

プ
が

本
行

動
宣
言
に

賛
同

し
、
行

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

。
そ

の
た

め
、
行

動
宣

言
と
取

組
の
成
功
事
例
を
広
く

周
知
す

る
こ

と
に

よ
り
、

組
織

ト
ッ
プ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
重
要
性

へ
の

理
解

と
具
体

的
取

組
を
促

進
し
、
女
性
活
躍
加
速
の
気
運

を
高

め
る

。
ま
た
、

W
AW
!等

に
お

い
て
本
取
組
を
発
信
し
、
女
性

活
躍

分
野

に
お
け

る
日

本
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
図
る
。

組
織

ト
ッ

プ
の

女
性

活
躍

へ
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
拡

大
（

内
閣

府
男

女
共

同
参

画
局

総
務

課
）

３
０

年
度

概
算

要
求

額
０

．
０

７
億

円
（

2
９

年
度

予
算

額
０

．
０

７
億

円
）

事
業

概
要

・
目

的
事

業
イ

メ
ー

ジ
・

具
体

例

資
金

の
流

れ

○
上

記
事
業

を
通
じ
、
地
方
を
含
め
た
日
本
全
国
に
お
い
て
、
組

織
ト

ッ
プ
が

自
ら
女
性
活
躍
に
取
り
組
む
気
運
の
高
ま
り
や
、

具
体

的
取
組

の
拡
大
・
質
向
上
を
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
女
性

活
躍

分
野
に

お
け
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

期
待

さ
れ

る
効

果

執
行

①
「
自
ら
行
動
し
、
発
信

す
る
」

②
「
現
状
を
打
破
す
る
」

③
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
進
め
る
」

行
動
宣
言

３
つ
の
柱
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男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

平
成

3
0
年

度
概

算
要

求
額

：
1
9
,4
9
1
千

円
（

前
年

度
予

算
額

：
1
9
,4
9
1
千

円
）

有
識

者
と

民
間

団
体

か
ら

推
薦

さ
れ

た
議

員
か

ら
な

る
男

女
共

同
参

画
推

進
連

携
会

議
の

開
催

や
、

同
会

議
の

全
国

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
地

域
版

男
女

共
同

参
画

推
進

連
携

会
議

や
内

閣
府

と
の

共
催

に
よ

り
、

全
国
各
地
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す

る
。

○
社
会
の
形
成
促
進
の
た
め
の
推
進
体
制
の
柱
の
一
つ

。
内
閣
府

担
当
大
臣
が
依
頼
し
た
有
識
者
と
民
間
か
ら
推
薦
さ
れ
た
議
員

が
、
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
議
論
・
活

動
を
行
う
我
が
国
の
男
女
共
同
参
画
連
携
会
議
の
下
で
、
有
識

者
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
企
画
委
員
会
」
と
個
別
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
・
取
組
を
行
う
「
チ
ー
ム
活
動
」
を
開
催
。

○
連
携
会
議
と
し
て
男
女
共
同
参
画
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
広
く

普
及
啓
発
を
行
う
た
め
、
広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ひ
と
り
ひ
と

り
が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に
」
を
作
成
し
全
国
に
配
布
す
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

地
域

版
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議

内
閣

府

①
男
女
共
同

参
画
推
進
連
携
会
議
の
開
催

／
普
及
啓
発
資
料
の
作
成
・
配
布

②
国
・
地
方
連
携
会
議
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
（
共
催
事
業
）


有
識
者

1
8
名


団
体
推
薦
議
員

9
7
名

（
女
性
団
体
、
メ
デ

ィ
ア

、
経

済
界

、
教

育
界

、
地
方
公
共
団
体
な

ど
各

種
団

体
職

員
）

※
平
成
2
9
年
8
月

1
日

現
在

○
連
携
会
議
構
成
団
体
、
地
域
版

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
、

内
閣
府
と
の
共
催
に
よ
り
、

幅
広
い
テ
ー
マ
（
地
域
、
教
育
・

科
学
技
術
、
国
際
等
）
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
に
対
し
て
セ
ミ

ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
出
前
授
業
等
を
行
う
。

○
国
や
各
主
体
に
お
け
る
課
題
・

ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
共
有
を
進
め
、

全
国
各
地
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
向

け
た
気
運
の
醸
成
や
多
様
な
取
組
を
推
進
す
る
。


1
3
府

県
市

が
参

加
※

平
成

2
9
年

8
月

1
日

現
在
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「女性のエンパワーメント促進」チームについて 

活動内容 

○ 女性活躍推進法等を踏まえ、特に中小企業における女性のエンパワーメ

ント促進、男性の意識改革や当事者意識の醸成に向けた方策を検討する。 

○ 女性のエンパワーメント原則（WEPs）や「輝く女性の活躍を加速する男性

リーダーの会」行動宣言等、女性の活躍を推進する各種宣言等について、

チーム構成員及び構成団体関係者の基本的な知識の共有を図るとともに、

対外的にも各種宣言等についての理解を促進するための取組を実施する。 

○ 国内の企業・関連団体等に対して上記宣言等の広報に努め、賛同等へ

の働きかけを行うとともに、UNWomen 日本事務所等と連携し、海外に向け

た情報発信に努める。 

メンバー 

別紙のとおり 
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（別 紙） 

 （平成29年6月1日現在、敬称略） 

◎…正コーディネーター、○…副コーディネーター 

（企画委員） 

明 石  伸 子 特定非営利活動法人日本マナー・プロトコール協会 理事長 

石 川  康 晴 株式会社ストライプインターナショナル 代表取締役社長 

犬 塚  協 太 静岡県立大学男女共同参画推進センター長、国際関係学部 教授 

徳 倉  康 之 特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン 理事 

村 山  伸 子 新潟県立大学人間生活学部 教授 

渡邉 光一郎 第一生命保険株式会社 代表取締役会長 

（団体推薦議員） 

IEEE Japan Council Women in Engineering 会長 石川 佳寿子 

公益社団法人経済同友会 常務理事 伊 藤  清 彦 

一般社団法人国際女性教育振興会 代表理事  降 旗  幸 子 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン 2012-2014セクレタリー 関  実 枝 子 

国際ゾンタ 26地区 ガバナー 真 鍋  洋 子 

認定特定非営利活動法人国連ウィメン日本協会 理事 三 輪  敦 子 

特定非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノベイティブ・ネットワーク 事務局長 谷 津  行 穗 

一般社団法人大学女性協会 理事 山下 いづみ 

中小企業家同友会全国協議会 女性部連絡会代表 糸数 久美子 

公益財団法人21世紀職業財団 理事・事務局長 髙 松  和 子 

一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会 参事 川 口  輝 裕 

公益社団法人日本観光振興協会 副理事長 齋 藤  芳 夫 

一般社団法人日本ケーブルテレビ連盟 専務理事 林  正 俊 

一般社団法人日本新聞協会 事務局次長兼総務部長 佐 塚  正 樹 

公益財団法人日本生産性本部 ダイバーシティ推進室長 長谷川 真理 

日本汎太平洋東南アジア婦人協会 会長 西立野 園子 

一般社団法人日本ヒーブ協議会 代表理事 宮木 由貴子 

特定非営利活動法人日本BPW連合会 理事長 名取 はにわ 

◎

○

234



「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (5)

細項目
③

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 19,491 千円 の内数

29年度予算額： 19,491 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 19,541 千円 の内数
28年度決算額： 17,654 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

　「女性のエンパワーメント促進チーム」において、特に中小企業における女性のエンパ
ワーメント促進、男性の意識改革や当事者意識の醸成に向けた方策の検討や、「女性の
エンパワーメント原則（WEPs）」、「輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会」行動宣言
等の理解促進を図るとともに、国内の企業・関連団体等に対する広報等を行った。
　今後とも、チーム活動等において、WEPs等、組織トップのコミットメント拡大への理解促進
に向けた取組等の情報収集・発信に努める予定。

通し番号  72 

　男女共同参画社会づくりに関し広く各界各層との情報及び意見の交換並びにその他の
必要な連携を図り、男女共同参画会議と協力しつつ、男女共同参画社会づくりに向けての
国民的な取組を推進するため、有識者18人と民間・NPO等の団体から推薦された議員97
人（平成29年８月現在）からなる「男女共同参画推進連携会議」を８年９月に設置した。ま
た、男女共同参画をめぐる個別具体的な課題の解決に向け、積極的な活動を行うため、27
年10月～29年８月まで「女性のエンパワーメント促進チーム」を連携会議内に組織した。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

－

男女共同参画推進連携会議

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（５）企業における女性の参画拡大に資する環境整備

③「女性のエンパワーメント原則（ＷＥＰs）」の署名企業の拡大
　　企業における女性の活躍を加速するため、国際機関と連携し、広報ツール等を活用し
て「女性のエンパワーメント原則（ＷＥＰs）」の署名企業の拡大に向けた情報発信を行う。
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分野
－大
項目

１－４

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平成
２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく平
成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

主に関係する分野・大項目

ポジティブ・アクションの推進等による男女間格差の是
正

その他関係する分野・大項目等

１０－１

担当府省・担当課
内閣府

男女共同参画局総務課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※2

－

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※3

４１
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
①

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 26,240 千円

29年度予算額： 22,950 千円

28年度歳出予算現額※1： 16,752 千円
28年度決算額： 13,311 千円

使用割合： 79.5 ％

－

－

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

①理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性人材の裾野拡大
　理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性参画拡大の動きを更に加速させ
る。特に、女子生徒等の理工系選択に係る取組として、地域や大学、産業界等と連携して、
仕事体感イベントや出前授業を連動させる等、理工系分野の学習と具体的な職業を関連
付けた学習機会を拡大する。また、理工系分野の知識を用いた職業の幅広さ等の理工系
職業に関する情報や、ロールモデル情報の提供を強化する。女子生徒等の理工系を始め
とする科学技術・学術分野に対する興味・関心や理解を向上させるとともに、保護者・教職
員等に対しても、シンポジウム開催等を通じ、進路選択に関する理解を促進することによ
り、次代の科学技術イノベーションを担う女性人材の裾野の拡大を図る。
　また、今後ＩＴなど需要の拡大が見込まれる分野は、人材不足が一層深刻化することが見
込まれるため、大学における情報技術人材の育成機能強化を目指し、女性ＩＴ技術者育成
のためのネットワーク形成を図る。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

理工系分野における女性活躍推進に向けたシンポジウム、調査研究、「理工チャレンジ」に
係る情報発信

   我が国が国際競争力を維持・強化し、多様な視点や発想を取り入れて科学技術・学術活
動を活性化していくためには、理工系分野の女性研究者・技術者となり得る人材を育成して
いく必要がある。しかしながら、現在のところ、我が国の研究者に占める女性の割合は、
15.3%と他の先進諸国と比べて低水準であり、また、理工系を専攻する女性の割合は、理学
系27.0%、工学系14.0%（大学）となっており他専攻に比べて低水準である。
  平成27年12月に閣議決定された「第４次男女共同参画基本計画」においては、「女子学
生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系人材の育成」に取り組むこととしており、「女
性活躍加速のための重点方針2017」においても、女子生徒等の理工系進路選択に向けた
取組を強力に進めることとしている。こうした政府方針を踏まえて、理工系女性人材の層を
厚くするため、女子生徒等及び保護者・教職員等に対する理工系選択のメリットに関する意
識啓発、理工系女子応援ネットワークの促進、関係情報の発信、産業界で活躍する理工系
女性を初めとしたロールモデルの提示等を総合的に実施する。

通し番号  73 

機構定員要求

－
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該当施策概要

分野
－大
項目

５－３

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工系
人材の育成

17

36

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平成２
８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく平成
２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

内閣府

男女共同参画局推進課
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

　産学官からなる支援体制の構築を目的としたネットワークの形成及び連携と情報交換等
を目的とした会議を開催する。また、女子生徒・学生等を対象にしたシンポジウムに加え、
進路選択に影響力を持つ保護者や教員向けのシンポジウムを開催し、理工系進路選択に
関する理解を促進。さらに、理工系女性人材の層を厚くするため、理工系分野の学習と具
体的な職業を関連付けた学習機会の拡大、理工系進路選択における阻害要因を解消する
ために必要な情報に関する調査研究を行う。加えて、「理工チャレンジ」に係る関連施策や
イベント情報を充実させるとともに、理工系選択に関する各種情報発信を強化する。

－

主に関係する分野・大項目
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ー

ナ
・
サ

ミ
ッ

ト
成

果
文

書
：
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
配

慮
し

た
経

済
環

境
の

た
め

の
Ｇ

７
ロ

ー
ド
マ

ッ
プ
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
①

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

－

30年度要求予算額： － 千円

29年度予算額： － 千円

28年度歳出予算現額※1： － 千円
28年度決算額： － 千円

使用割合： － ％

－

○

該当施策概要

通し番号  74 

その他（具体的に）

①理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性人材の裾野拡大
　　理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性参画拡大の動きを更に加速さ
せる。特に、女子生徒等の理工系選択に係る取組として、地域や大学、産業界等と連携
して、仕事体感イベントや出前授業を連動させる等、理工系分野の学習と具体的な職業
を関連付けた学習機会を拡大する。また、理工系分野の知識を用いた職業の幅広さ等
の理工系職業に関する情報や、ロールモデル情報の提供を強化する。女子生徒等の理
工系を始めとする科学技術・学術分野に対する興味・関心や理解を向上させるとともに、
保護者・教職員等に対しても、シンポジウム開催等を通じ、進路選択に関する理解を促
進することにより、次代の科学技術イノベーションを担う女性人材の裾野の拡大を図る。
　　また、今後ＩＴなど需要の拡大が見込まれる分野は、人材不足が一層深刻化すること
が見込まれるため、大学における情報技術人材の育成機能強化を目指し、女性ＩＴ技術
者育成のためのネットワーク形成を図る。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

理工系女子(リケジョ)啓発イベント

　「第５期科学技術基本計画」では、女性の能力を最大限に発揮できる環境を整備し、そ
の活躍を促進することを掲げ、あわせて、自然科学系全体での新規採用に占める女性
研究者の割合を30％にすること（平成26年  現在28.1％）を目標としている。
　女性の参画拡大において、次世代を担う理工系女性人材の裾野の拡大も重要な取組
の一つであり、いわゆるリケジョイベントの実施を強力に推進しているところである。
　この基本計画に基づき、次代を担う女性の科学技術人材の裾野の拡大のため、女子
中高生等の理工系選択への興味関心や理解を深めることを目的とし、開催するもの。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

　特段予算要求をせず、外部機関の協力を得て実施。

　本イベントは、主に女子中高生を対象に、理工系女子として活躍している女性研究者の
話を聞きながら、質疑応答や意見交換を通して、理工系選択への興味関心を高めるとと
もに、理解を深めるイベントである。平成29年度は５月に内閣府男女共同参画局、文部
科学省及び国立研究開発法人科学技術振興機構と協力して「進路で人生どう変わる？
理系で広がる私の未来」を実施。
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分野
－大
項目

５－３

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

内閣府

政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付　参事官（人材担当）付
担当府省・担当課

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工
系人材の育成

-

３５

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
①

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額：
45,000（予算額

は運営費交付金
中の推計額）

千円

29年度予算額：
45,000（予算額

は運営費交付金
中の推計額）

千円

28年度歳出予算現額※1： - 千円
28年度決算額： - 千円

使用割合： - ％

－

－

通し番号  75 

その他（具体的に）

①理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性人材の裾野拡大
  理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性参画拡大の動きを更に加速させ
る。特に、女子生徒等の理工系選択に係る取組として、地域や大学、産業界等と連携し
て、仕事体感イベントや出前授業を連動させる等、理工系分野の学習と具体的な職業を
関連付けた学習機会を拡大する。また、理工系分野の知識を用いた職業の幅広さ等の
理工系職業に関する情報や、ロールモデル情報の提供を強化する。女子生徒等の理工
系を始めとする科学技術・学術分野に対する興味・関心や理解を向上させるとともに、保
護者・教職員等に対しても、シンポジウム開催等を通じ、進路選択に関する理解を促進
することにより、次代の科学技術イノベーションを担う女性人材の裾野の拡大を図る。
  また、今後ＩＴなど需要の拡大が見込まれる分野は、人材不足が一層深刻化することが
見込まれるため、大学における情報技術人材の育成機能強化を目指し、女性ＩＴ技術者
育成のためのネットワーク形成を図る。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

女子中高生の理系進路選択支援プログラム

　　女子中高生の理系分野への興味・関心を高め、適切に理系進路を選択することが可
能となるよう、地域で継続的に行われる取組を推進。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

－
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該当施策概要

分野
－大
項目

５－３

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る
平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づ
く平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

科学技術・学術政策局　人材政策課
担当府省・担当課

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

（施策概要）
・　継続的かつ効果的な取組実施を目的とした組織の構築（産学官の連携したコンソー
シアムや運営協議会等）
・　文理選択に迷う女子中高生に効果的にアプローチ仕組みの構築（学校訪問による全
生徒を対象とした取組等）
・　教員・保護者等関係者が相互理解を深め、生徒が主体的に考える将来像に従って進
路選択が可能となるような環境・土壌の構築（シンポジウム、理系キャリア相談会等のイ
ベントの開催等）
・　複数年度支援による効果的なＰＤＣＡサイクルの構築
・　国立研究開発法人科学技術振興機構による効果的な側面の支援（事例調査や研究
等の実施、各取組へのフィードバック等）
（これまでの取組/来年度の実施予定）
　女子中高生の理系分野への興味・関心を高め、適切に理系進路を選択することが可
能となるよう、文部科学省として、独立行政法人（国立女性教育会館）や大学等によるシ
ンポジウムの開催や、実験教室の開催を支援してきた。来年度も引き続き新規拠点を採
択し、取組を推進する。

ー

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

女子学生・生徒の理工系分野の選択促進及び理工
系人材の育成

１８

３７

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野
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＜
取

組
内

容
の

特
徴

＞

1
.
事

業
運

営
の

基
盤

を
構

築
産
学
官
連
携
に
よ
り
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
社

会
全

体
の

理
解
を
促
進
、
多
様
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
示
。

2
.
文

理
選

択
に
迷

う
生

徒
の

興
味
を
喚
起

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
実
験
等
に
加
え
、
積
極
的
な
学
校
訪
問

に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
実
施
。
理
系
の
進
路
選
択
に
関

心
が

薄
い
層

や
文
理
選
択
に
迷
う
層
に
対
す
る
、
興
味
関
心
の

喚
起
。
幅

広
い

視
点
か
ら
の
進
路
選
択

に
寄
与
。

3
.
保
護
者
・
教
員
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

進
路
選
択
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
保
護
者
や
教

員
向

け
の

取
組

を
積

極
的

に
実

施
し
、

興
味

関
心

の
早

期
定

着
を
図

る
。

女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
大
学

等
と
連
携

し
た
科

学
技
術
人
材
育
成
活
動
の
実
践
・環

境
整
備

支
援
）

平
成
30
年
度
概
算
要
求
額

4
5
百
万
円
（
4
5百

万
円
）

背
景

・
課

題

事
業

概
要

26
27

14

44
47

65

35

17
22

12

38
40

59

42

25
20

17

34
29

54

36

010203040506070

自
然

科
学

(理
学

)
(工

学
)

(農
学

)
(保

健
)

人
文

科
学

社
会

科
学

学
部

修
士

博
士

○
女

性
が
科
学
技
術
分
野
に
進
む
上
で
将
来
像
が
描
き
に
く
い
。

○
自

然
科
学
系
の
学
部
・
大
学
院
に
占
め
る
女
性
の
割

合
は
、
人
文
・
社
会
科
学
に
比
べ
て
低
い
。

◯
多

用
な
視
点
や
優
れ
た
発
想
を
取
り
入
れ
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女
性
の
活
躍

が
不
可
欠
。

「
第

5
期

科
学
技
術
基
本
計
画
」
（
抄
）（
平
成

2
8
年

1
月

2
2
日

閣
議
決
定
）

・
国
は
、
次
代
を
担
う
女
性
が
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
連
し
て
将
来
活
躍
で
き
る
よ
う
、
女
子
中
高
生
や
そ
の
保
護
者
へ
の
科

学
技
術
系
の
進
路
に
対
す
る
興
味
関
心
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
府
省
や
産
業
界
、
学
界
、
民
間
団
体

な
ど
産
学
官
の
連
携
を
強
化
し
、
理
工
系
分
野
で
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
社
会
一
般
か
ら
の
理
解
の
獲
得
を
促
進
す
る
。

「
第

4
次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」（
抄
）（
平
成

2
7
年

1
2
月

2
7
日

閣
議
決
定
）

・
大
学

、
研

究
機
関
、
学
術
団
体
、
企
業
等
の
協
力
の
下
、
女
子
児
童
・生

徒
、
保
護
者
及
び
教
員
に
対
し
、
理
工
系
選
択
の
メ
リ
ッ

ト
に
関

す
る
意
識
啓
発
、
理
工
系
分
野
の
仕
事
内
容
、
働
き
方
及
び
理
工
系
出
身
者
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
理
解
を
促
す
。

平
成

2
8
年
度
学
校
基
本
調
査
よ
り
作
成

※
（
保
健
）
は
医
・歯

・薬
学
系
の
合
計

（
参
考
）

学
部
学
生
・
院
生
に
占
め
る
女
性
の
割
合

(％
)

・
女
子

中
高

生
の
理
系
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
適
切
に
理
系
進
路
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
地
域
で
継
続
的
に
行

わ
れ

る
取
組
を
推
進
。

・
女

子
中

高
生
の
適
切
な
進
路
選
択
を
通
じ
た
、
女
性
の
多
様
な
分
野
で
の
活
躍
。

・
科

学
技

術
分
野
で
の
女
性

の
活
躍
に
よ
り
、
我
が
国
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
。


H

3
0
新

規
採
択
数

：
1
0
件


支

援
先

：
大
学
・
高
専
等
を
含
め
た
連
携
機
関
等
（
3
00
万
円

×
15
件
）


支

援
期

間
：
2
年
間


内

容
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、
実
験
、
出
前
講
座
、
理
系
キ
ャ
リ
ア
相
談
会
等


対

象
：
女

子
中
高
生
、
保
護

者
、
教
員

プ
ロ
グ
ラ
ム
実

施
例

の
イ
メ
ー
ジ
図

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
実
験

、
理
系
キ
ャ
リ
ア
相
談

会
等

大
学
・

高
専
等

研
究
機
関

教
育
委
員
会

民
間
企
業

中
学

校
/
高

校

出
前

講
座

等

小
学
校
の
先

生
の
授
業

4%
中
学
校
の
先
生

の
授
業

9%

高
校
の
先

生
の
授
業

22
%

両
親
や
兄
弟
姉
妹
な

ど
近
親
者
の
影
響

22
%

日
本

の
科

学
者

の
活

躍
を

知
っ
て

2%

世
界

の
科

学
者

の
活

躍
を
知

っ
て

1%

自
身
の
自
然
体

験
や
気
づ
き

21
%

あ
て
は

ま
る
も
の

が
な

い
19

%

出
典

：
日

本
ロ
レ
ア
ル

に
よ
る
「
理

系
女

子
学

生
の

満
足

度
に
関

す
る
意

識
調

査
」
（
平

成
2
6
年

8
月

）

（
参
考
）
女
子
学
生
が
理
系
の
進
路
を
選
択
し
た
理
由

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

国
連
携
機
関
等

運
営
費

交
付
金

採
択

1
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
②

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： － 千円

29年度予算額： 190,536 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 195,028 千円 の内数
28年度決算額： 183,069 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

その他（具体的に）

②産業界及び教育機関への周知、広報の実施
企業が求める人材と学生の専攻分野のミスマッチを解消し、産業界での女性活躍を促

進するため、平成29年度までに構築した、理工系女子学生のスキルと産業界が求めるス
キルの「見える化」を行うウェブシステムの利活用の促進に向けて、産業界及び教育機関
に周知・広報を行う。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

理系女性活躍促進事業

   経済産業省及び文部科学省の共同事務局で設置している｢理工系人材育成に関する
産学官円卓会議（以下｢円卓会議｣）｣では、特定の産業分野で人材が不足していること、
産業界は採用した学生に対して再教育している実態があることが示された。　円卓会議で
は、産業界で求められている人材の育成や育成された人材の産業界における活躍の促
進策として、産学官において重点的に着手すべき取組を｢理工系人材育成に関する産学
官行動計画｣としてとりまとめており、本事業も当該行動計画における取組みとして位置づ
けられている。

通し番号  76 

機構定員要求

－

　　女性活躍推進のため、理系女性が持っているスキルと産業界が求めるスキルの可視
化を行い、女性自身がどのようなスキルを身につければよいか把握できるような環境整備
等を実施する。

246



分野
－大
項目

５－１

分野
－大
項目

その他関係する分野・大項目等

科学技術・学術分野における女性の参画拡大

－

３８

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

経済産業省　技術振興・大学連携推進課　大学連携推進室
担当府省・担当課

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

５－３

主に関係する分野・大項目
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理
系
女
性
活
躍
促
進
事
業
に
つ
い
て

平
成
２
９
年
９
月

経
済

産
業

省

産
業
技
術

環
境

局
大

学
連
携
推
進
室
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A.
企
業
内
に
お
け
る
⼥
性
活
躍
推
進

⼥
性
活
躍
に
向
け
た
経
済
産
業
省
の
取
組


我

が
国

で
は

⽣
産

年
齢

⼈
⼝

が
減

少
傾

向
に

あ
る

中
、潜
在
的
な
労
働
⼒
で
あ
る
⼥
性
の
活
躍
推
進

は
、⽇
本
の
経
済
成
⻑
の
推
進
⼒
とし
て
不
可
⽋

。


成

⻑
戦

略
とし

て
⼥

性
活

躍
を

推
進

す
る

た
め

に
は

、企
業

・経
済

社
会

に
お

い
て
⼥
性
を
は
じめ
とす
る

多
様
な
⼈
材

が
そ

の
能
⼒
を
最
⼤
限
発
揮

し、
競

争
⼒

を
⾼

め
て

い
くこ

とが
必

要
。


ライ

フイ
ベ

ン
ト等

に
よ

り、
キ

ャリ
ア

プ
ラン

が
多

様
な

⼥
性

の
活

躍
推

進
に

は
、①

企
業

内
に

お
け

る
⼥

性
活

躍
・多

様
性

の
推

進
、②

企
業

就
労

に
限

らな
い

多
様

な
キ

ャリ
ア

選
択

肢
の

提
⽰

、の
両

⽅
の

ア
プ

ロー
チ

が
必

要
。


そ

の
た

め
、企
業
の
経
営
戦
略

とし
て

の
⼥

性
を

含
む

多
様

な
⼈

材
の

活
躍

推
進

と、
新
た
な
働
き
⽅
と

して
の
起
業
促
進

の
２

つ
を

両
輪

で
、本

予
算

事
業

に
て

実
施

。

（
１

）
ダイ

バ
ー

シ
テ

ィ普
及

ア
ン

バ
サ

ダー
事

業

B.
組
織
就
労
に
限
ら
な
い
多
様
な
キ
ャリ
ア
の
⽀
援

（
２

）
⼥

性
起

業
家

等
⽀

援
ネ

ット
ワ

ー
ク構

築
事

業

（
３

）
理

系
⼥

性
活

躍
促

進
⽀

援
事

業

1
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理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業

（
平
成
28
ー
29
年
度
予
算
）

※
平
成
30
年
度
予
算
要
求
無

2
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従 来

１
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
全
体
像


産

業
界

の
ニ

ー
ズ

が
⾼

い
分

野
と異

な
る

分
野

に
い

る
理

系
⼥

性
が

多
い

こと
か

ら、
⾃

⾝
の

ス
キ

ル
及

び
産

業
界

の
求

め
る

ス
キ

ル
を

「⾒
え

る
化

」す
る

こと
で

、社
会

へ
の

円
滑

な
進

出
を

⽀
援

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

構
築

。

学
科

毎
の

カリ
キ

ュラ
ム

求
め

る
ス

キ
ル

とミ
ス

マ
ッ

チ

就
職

情
報

会
社

⼤
学

産
業

界

企
業

情
報

配
信

の
場

の
提

供
就

職
⽀

援
課

に
活

⽤
法

提
案

企
業

の
ス

キ
ル

情
報

提
供⼤ 学 ⽀ 援

企
業

PR
に

係
る

学
内

の
合

同
企

業
説

明
会

学 ⽣ ⽀ 援

キ
ャリ

ア
講

座
な

ど就
職

⽀
援

講
座

事 業 実 施 後

産
業

界
の

ニ
ー

ズ
に

着
⽬

した
カリ

キ
ュラ

ム
求

め
る

ス
キ

ル
を

有
した

理
系

⼥
性

の
確

保

就
職

情
報

会
社

⼤
学

産
業

界
⼤ 学 ⽀ 援

履
修

履
歴

を
活

⽤
した

企
業

の
採

⽤
状

況
の

分
析

・説
明

学 ⽣ ⽀ 援

履
修

履
歴

を
活

⽤
した

就
職

⽀
援

講
座

理 系 ⼥ 性理 系 ⼥ 性

ス
キ
ル

の
見

え
る
化

シ
ス
テ
ム

ミス
マ

ッチ
の

気
付

き

3
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（
参
考
）
ス
キ
ル
の
⾒
え
る
化
シ
ス
テ
ム
の
利
⽤
イ
メ
ー
ジ
（
⼀
例
）

②
レ
ー
ダ
ー
チ
ャー
ト
で
ス
キ
ル
が
可
視
化

⽣
物

系
学

⽣
の

履
修

科
⽬

例

・有
機
化
学
Ⅲ

・⽣
物
化
学
⼯
学

・⽣
物
プ
ロ
セ
ス
⼯
学

・混
相
流
動

・拡
散
操
作

・反
応
操
作

・熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
⼯
学

・遺
伝
⼦
⼯
学

・細
胞
⼯
学

・環
境
⽣
物
⼯
学

・タ
ン
パ
ク
質
⼯
学

・⽣
物
機
能
⼯
学
実
験

・⽣
物
機
能
⼯
学
演
習
Ⅰ

・⽣
物
機
能
⼯
学
演
習
Ⅱ

・特
許
及
び
知
的
財
産

・経
営
⼯
学

・産
業
と経

済
・電
気
⼯
学
通
論
第
１

・⼯
学
概
論
第
２

・⼯
学
概
論
第
３

・卒
業
研
究

【履
修
科
⽬
】

医
⼯
系
⼈
材

の
創
出

＜
機

械
系

分
野

＞


⼥

性
の

場
合

、⽣
物

系
な

ど、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

が
⽐

較
的

低
い

分
野

か
らの

輩
出

が
多

い
た

め
、例

え
ば

、⽣
物

系
の

理
系

⼥
性

が
、産

業
界

の
ニ

ー
ズ

が
⾼

い
機

械
系

分
野

の
科

⽬
を

⾝
に

付
け

る
こと

で
、医

⼯
系

の
⼈

材
とし

て
社

会
に

進
出

す
る

こと
が

可
能

とな
り、

⾃
らの

学
部

学
科

を
超

え
た

活
躍

の
場

を
拡

⼤
。

①
科
⽬
を
⼊
⼒

＜
⽣

物
系

分
野

＞
所

属
学

科
で

学
習

した
ス

キ
ル

産
業

界
の

求
め

る
ス

キ
ル

が
⾒

え
る

化
され

る
こと

に
よ

って
得

られ
る

ス
キ

ル

4
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第
四

次
産

業
⾰

命
の

進
展

及
び

産
業

競
争

⼒
向

上
・イ

ノベ
ー

シ
ョン

創
出

の
観

点
か

ら、
少

⼦
⾼

齢
化

の
進

⾏
に

よ
り

労
働

⼒
が

減
少

す
る

中
、


産

業
界

に
て

も
の

づ
くり

の
⼈

的
基

盤
とな

る
技

術
職

に
お

け
る

、理
系

⼥
性

の
採

⽤
拡

⼤
に

よ
る

活
躍

促
進


産

業
界

に
資

す
る

⼈
材

⾼
度

化
を

⽬
指

した
基

礎
学

⼒
の

向
上

は
極

め
て

重
要

な
政

策
で

あ
る

。

２
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
政
策
的
意
義


技

術
職

（
研

究
職

を
除

く理
系

全
般

職
員

）
とし

て
学

部
学

⽣
を

採
⽤

す
る

場
合

、政
府
⽬
標
や
企
業
独
⾃
の
⼥
性

技
術
職
採
⽤
の
⽬
標

を
達

成
す

る
た

め
、同

技
術

の
専

⾨
以

外
の

理
系

⼥
性

を
採

⽤
せ

ざ
る

を
得

な
い

状
況

で
あ

る
が

、
理
系
⼥
性
の
専
⾨
性
の
観
点
か
ら
⽬
標
に
は
及
ば
な
い
。（

⼯
学

部
男

⼥
⽐

：
男

⼦
88

％
、⼥

⼦
12

％
）


産

業
界

が
技

術
職

採
⽤

を
⾏

うに
あ

た
り
専
⾨
的
な
基
礎
学
⼒
（
材
料
⼒
学
な
ど⼤

学
2年

⽣
程
度
の
専
⾨
科
⽬
。

以
下
「理
⼯
系
基
礎
科
⽬
」）

は
多

岐
に

渡
る

た
め

、⼀
企
業
で
底
上
げ
を
⾏
うこ
とは
困
難
。他

⽅
、⼤
学
側
は
、産

業
界

ニ
ー

ズ
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

よ
うな
教
員
の
量
的
・質
的
確
保
の
問
題
が
あ
り、
迅
速
な
対
応
は
困
難
。


経

団
連

は
「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
の

中
で

、「
⼤

学
等

の
履

修
履

歴
（

成
績

証
明

書
等

）
に

つ
い

て
⼀

層
の

活
⽤

を
検

討
す

る
こと

が
望

ま
しい

」と
明

記
。必
要
な
科
⽬
を
履
修
して
い
な
い
学
部
⽣
は
相
対
的
に
採
⽤
さ
れ
に

くい
結
果

とな
る

こと
が

懸
念

され
、特

に
、産

業
界

の
ニ

ー
ズ

が
低

い
分

野
を

専
攻

す
る
理
系
⼥
性
に
とっ
て
影
響
は
深

刻
。企

業
の
⼥
性
採
⽤
数
を
減
少
さ
せ
る
結
果

とな
る

恐
れ

が
あ

る
。

上
記
の
両
政
策
を
⽭
盾
さ
せ
ず
両
⽴
さ
せ
る
た
め
に

産
業
界
の
求
め
る
ス
キ
ル
を
科
⽬
レ
ベ
ル
に
「⾒
え
る
化
」す

る
こと

に
よ

って
、理
系
⼥
性
が

⾃
⾝

の
有

す
る

ス
キ

ル
と産

業
界

の
求

め
る

ス
キ

ル
ギ
ャッ
プ
を
把
握

し、
ニ
ー
ズ
の
⾼
い
理
⼯
系
基
礎
知
識
を
⾝
に
付
け
る

こと
で

、⾃
ら
の
学
部
学
科
を

超
え
た
活
躍

の
場

を
広

げ
る

こと
を

⽀
援

。

しか
し、
現
状
は
・・
・

5
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３
．
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
概
要


本

事
業

は
、産

業
界

の
ス

キ
ル

を
科

⽬
形

式
で

⾒
え

る
化

し、
理
系
⼥
性
を
履
修
履
歴
等
を
活
⽤
した
採
⽤
選
考
に

引
き
上
げ
る
た
め
の
環
境
整
備
を
⾏
う。

（
⼈

材
紹

介
会

社
で

は
科

⽬
形

式
で

の
⾒

え
る

化
は

採
算

的
に

困
難

。）


学

⽣
が

就
職

活
動

を
⾏

う際
、⺠

間
企

業
と⼤

学
の

間
に

⼊
る

⺠
間

⼈
材

会
社

は
、学

⽣
が

記
⼊

す
る
学
部
・学
科
レ
ベ
ル
の
⾒
え
る
化
・マ
ッチ
ン
グ
が
メ
イ
ン

。


学
⼒

に
つ

い
て

も
、⺠

間
事

業
主

が
開

発
す

る
テ

ス
トに

よ
って

判
定

され
る

が
、理

系
の
専
⾨
科
⽬
ベ
ー
ス
で
の
⾒
え
る
化
を
⾏
うこ
とは
採
算
的
に
困
難

。

（
参
考
）
⺠
間
⼈
材
紹
介
会
社
等

6
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4.
理
系
⼥
性
活
躍
促
進
⽀
援
事
業
の
今
後
の
政
策
的
展
開


本

事
業

に
よ

る
産

業
界

ス
キ

ル
の

⾒
え

る
化

は
、理

系
⼥

性
の

社
会

活
躍

促
進

の
「呼

び
⽔

」。
この

「⾒
え

る
化

」を
契

機
に

、今
後

は
、産

業
界

と連
携

した
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
提
⽰

・M
O
O
Cで
の
⼈
材
育
成
⽀
援

、⼤
学
に
お
け
る
教
育
改

善
を

同
時

的
に

進
め

、理
系
⼥
性
の
社
会
活
躍
促
進
ば
か
りで
な
く⼥
⼦
中
⾼
⽣
の
理
系
進
学
の
促
進

を
⽬

指
す

。

【事
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・普
及
】

・⾒
え

る
化

・マ
ッチ

ン
グ

（
適

合
性

評
価

）
の

精
度

向
上

・就
職

を
控

え
た
理
系
⼥
性
（
⼤
学
3-
4

年
⽣

）
を

ター
ゲ

ット
とし

た
取

り込
み

・利
活

⽤
⽅

法
検

討
・シ

ス
テ

ム
周

知
広

報
の

た
め

、9
⽉

に
⼤

学
・企

業
・学

⽣
を

交
え

た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
開

催

【事
業
シ
ス
テ
ム
の
⾃
⽴
的
な
拡
⼤
】

・理
系
⼥
性
（
⼤
学
1-
2年

⽣
）

の
取

り込
み

に
よ

る
危

機
意

識
の

拡
⼤

（
全

学
レ

ベ
ル

へ
）

平
成
28
〜
29
年
度

平
成
30
〜
32
年
度
（
事
業
の
⾃
⽴
化
後
）

【産
業
界
に
よ
る
⼥
性
の
理
系
進
学
・⼈
材
育
成
の
促
進
】

・理
系

⼥
性

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
輩
出
（
グ
ッド
プ
ラ
ク
テ
ィス
の
横
展
開
）

・M
O
O
Cで

提
供

す
る

基
礎

科
⽬

の
拡

⼤
に

よ
る
⼈
材
育
成
基
盤
形
成

【⼤
学
に
よ
る
産
業
界
ニ
ー
ズ
に
合
った
教
育
の
促
進
】

・産
業

界
ス

キ
ル

の
科

⽬
化

に
よ

る
⼤

学
カリ

キ
ュラ

ム
との

差
異

の
⾒

え
る

化
→
理
系
⼥
性
の
ニ
ー
ズ
に
合
った
柔
軟
な
教
育
の
促
進

【中
等
教
育
時
か
ら
の
⼥
性
の
理
系
進
学
の
促
進
】

・ロ
ー

ル
モ

デ
ル

提
⽰

・⼤
学

教
育

改
善

・M
O

O
Cで

の
⼈

材
育

成
の

同
時

改
⾰

に
よ

る
、⼥
⼦
中
⾼
⽣
の
理
系
進
学
の
促
進

・理
系

⼥
性

（
⼤

学
3-

4年
⽣

）
の

危
機

意
識

の
醸

成
・発

信
・賛

同
企

業
拡

⼤
に

よ
る

産
業

界
で

の
⼈

材
育

成
の

意
識

の
拡

⼤

⼥
⼦
⾼
校
⽣

約
15
0万

名
社
会
進
出

・成
功

す
る

理
系

⼥
⼦

学
⽣

の
姿

・柔
軟

に
学

べ
る

機
会

の
拡

⼤
（

⼤
学

・M
O

O
C）

シ
ス

テ
ム

に
よ

って
ス

キ
ル

を
可

視
化

・採
⽤

⽀
援

シ
ス

テ
ム

で
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

に
あ

った
学

部
学

科
を

把
握

して
進

学
「リ

ケ
ジ

ョナ
ビ」

：
履

修
履

歴
を

学
⽣

が
⼊

⼒
す

る
こと

で
、⾃

⾝
の

ス
キ

ル
を

可
視

化
7
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0

50
00

0

10
00

00

15
00

00

20
00

00

25
00

00

30
00

00

35
00

00

男
性

⼥
性

そ
の

他
⽂

系
保

健
系

（
医

・⻭
・薬

・看
護

等
）

農
学

系
⼯

学
系

理
学

系

（
参
考
１
）
⼤
学
に
お
け
る
男
⼥
の
専
⾨
分
野
の
違
い


⼥

性
は

男
性

と⽐
べ

て
、理

系
の

割
合

が
低

く、
さら

に
、そ

の
中

で
も

⼯
学

系
を

選
択

す
る

割
合

は
極

め
て

低
い

（
12

％
）

。

出
典

：
平

成
26

年
度

⽂
部

科
学

省
学

校
基

本
調

査
に

基
づ

き
作

成
。

理
学
系

⼯
学
系

農
学
系

保
健
系
（
医
・⻭
・薬
・看
護
等
）
⽂
系

そ
の
他

男
性

73
%

88
%

58
%

38
%

49
%

47
%

⼥
性

27
%

12
%

42
%

62
%

51
%

53
%

学
⼠

卒
時

点
に

お
け

る
学

⽣
数

（
⼈

）

⼯
学

⽐
率

男
性

：
88

％
⼥

性
：

12
％

各
分

野
に

お
け

る
男

⼥
⽐

率

9
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（
参
考
２
）
産
業
界
に
お
け
る
理
系
⼥
性
の
採
⽤
の
現
状

（
例
1）

ト
ヨ
タ
⾃
動
⾞

（
例
2）

東
芝

社
員

:
68

,0
00

名

事
技

職
:

22
,4

00
名

(う
ち

⼥
性

2,
00

0名
, 

9%
)

基
幹

職
:

9,
00

0名
(う

ち
⼥

性
11

1名
, 1

%
)

主
任

職
:

6,
80

0名
(う

ち
⼥

性
42

0名
, 6

%
)

指
導

職
以

下
:

6,
60

0名
(う

ち
⼥

性
1,

50
0

名
,2

3%
)

技
能

職
: 

41
,5

00
名

業
務

職
: 

4,
00

0名

【新
卒

採
⽤

時
の

⼥
性

採
⽤

⽬
標

】
・技

術
系

10
％

・技
術

系
は

電
気

・機
械

以
外

か
らも

積
極

採
⽤

※
⼥

⼦
学

⽣
⽐

率
：

⼯
学

部
全

体
12

%
、う

ち
電

気
・機

械
6%

平
成

26
年

3⽉
時

点

(出
典

)ト
ヨタ

ダイ
バ

ー
シ

テ
ィ推

進
グ

ル
ー

プ
資

料

社
員

: 
10

1,
00

0名
(う

ち
⼥

性
12

%
)

技
術

: 
46

%
(う

ち
⼥

性
10
%

)
役

職
者

⼥
性

2%
技

能
:

30
%

事
務

: 
23

%

技
術

者
の

⼥
性

採
⽤

⽐
率

25
％

を
⽬

標
に

設
定

(平
成

16
年

〜
)

(出
典

)東
芝

「⼥
性

技
術

者
の

エ
ン

パ
ワ

メン
ト」

資
料


我

が
国

の
持

続
的

成
⻑

の
実

現
に

向
け

て
⼥

性
活

躍
を

推
進

す
る

中
で

、産
業

界
に

お
い

て
も

、⼥
性

活
躍

推
進

の
た

め
積

極
的

な
採

⽤
等

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

が
、特

に
理

系
⼥

性
の

採
⽤

に
つ

い
て

は
⽬

標
達

成
（

例
：

東
芝

で
は

２
５

％
）

に
向

け
て

、本
来

的
に

求
め

て
い

る
電

気
・機

械
分

野
以

外
か

ら採
⽤

す
る

な
ど苦

慮
。そ

れ
で

も
企

業
とし

て
リス

クを
取

って
採

⽤
す

る
に

は
限

界
が

あ
り、

⽬
標

に
は

遠
く及

ば
な

い
の

が
現

状
。

平
成

26
年

3⽉
時

点

10
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0%5%10
%

15
%

20
%

機 械
輸 送 機 械

電 ⼒ ・ 電 気 機 器 ・ 回 路 系

電 ⼦ 系 デ バ イ ス

計 測 ・ 制 御 ・ シ ス テ ム 系

物 性 ␓ 電 気 ・ 電 ⼦ 材 料

ナ ノ ␓ マ イ ク ロ

材 料 化 学 ・ ⼯ 学

プ ロ セ ス ・ 化 学 ⼯ 学

化 学 ︵ 理 論 を 含 む ︶

環 境
エ ネ ル ギ ␗ ・ 資 源

⼟ ⽊
都 市 ・ 建 築 学

⽣ 活 ・ 家 政

デ ザ イ ン

IT ハ ␗ ド ・ ソ フ ト 系

ITﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 系

IT イ ン タ ␗ フ ␿ ␗ ス 系

IT 数 理 系

IT 原 理 系

情 報 活 ⽤ 系

⽣ 産 ・ 安 全 ・ 経 営 ・ 社 会

分 ⼦ ⽣ 物 学

⽣ 体 シ ス テ ム

先 端 医 療 研 究

神 経 系

薬 学 系

バ イ オ 関 連 ⼯ 学

⾷ 品 ・ 微 ⽣ 物

全 体 に 対 す る 割 合

企
業

に
お

け
る

業
務

で
重

要
な

専
⾨

分
野

⼤
学

等
の

研
究

室
の

専
⾨

分
野

（
男

性
）

⼤
学

等
の

研
究

室
の

専
⾨

分
野

（
⼥

性
）

20
.7
%

（
参
考
３
）
企
業
に
お
け
る
技
術
者
の
出
⾝
専
⾨
分
野
の
男
⼥
⽐
較


⼤

学
等

に
お

け
る

出
⾝

専
⾨

分
野

に
関

して
、⼥

性
は

男
性

と⽐
べ

て
、機

械
、電

気
、⼟

⽊
分

野
出

⾝
の

割
合

が
低

い
、

そ
の

⼀
⽅

で
、化

学
、⽣

活
・家

政
、デ

ザ
イン

、バ
イオ

系
等

の
割

合
が

⾼
い

。


⼥
性

の
場

合
、依

然
とし

て
、⽣

活
・家

政
や

バ
イオ

系
な

ど、
産

業
ニ

ー
ズ

が
⽐

較
的

低
い

分
野

か
らの

輩
出

が
多

い
。

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

28
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニ

ー
ズ

に
応

じた
理

⼯
系

⼈
材

育
成

の
た

め
の

実
態

調
査

」
1
1
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（
出

典
）

理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

第
2回

産
業

競
争

⼒
懇

談
会

資
料

か
ら抜

粋
（

上
下

とも
）

対
象

：
技

術
系

新
⼊

社
員

内
容

：
数

学
と技

術
の

テ
ス

トを
実

施
技

術
テ

ス
トの

問
題

は
、機

械
・電

気
分

野
の

⼤
学

基
礎

レ
べ

ル

そ
の

分
野

を
専

攻
して

い
た

ら当
然

で
き

る
は

ず
と思

わ
れ

る
専

⾨
基

礎
問

題
が

出
来

て
い

な
い

例
が

⾒
られ

る
。

⇒
専
⾨
分
野
に
お
け
る
基
礎
学
⼒
不
⾜
が
顕
著
。

数
学

・技
術

テ
ス

ト共
に

、設
問

ご
との

得
点

分
布

は
、年

度
に

よ
って

ほ
とん

ど
変

わ
らな

い
。こ

の
得

点
分

布
は

、採
⽤

の
対

象
とな

って
い

る
理

⼯
系

学
⽣

の
国

内
⺟

集
団

の
学

⼒
特

性
を

あ
らわ

して
い

る
と思

わ
れ

る
。

②
新
⼊
社
員
ス
キ
ル
テ
ス
ト
事
例
（
電
機
系
B社

）

①
新
⼈
基
礎
⼯
学
理
解
度
例

（
電
機
系
A社

）

技
術
テ
ス
ト
(2
01
3年

度
)の
結
果

平
均
点
46
.4
2点

（
15
0点

満
点
）
、標
準
偏
差
25
.9
2点

産
業

競
争

⼒
懇

談
会

（
CO

CN
）

で
は

、企
業

の
技

術
職

新
⼈

職
員

に
対

す
る

基
礎

⼯
学

教
育

の
理

解
度

調
査

及
び

ス
キ

ル
テ

ス
トの

実
施

結
果

を
取

りま
とめ

。そ
こで

は
、技

術
職

採
⽤

に
お

い
て

期
待

す
る

要
素

とし
て

、①
特

化
した

分
野

で
の

専
⾨

技
術

⼒
（

卒
業

論
⽂

執
筆

に
お

け
る

特
定

分
野

）
、②

専
⾨

的
な

基
礎

学
⼒

の
２

種
類

に
分

類
可

能
。

以
下

の
結

果
か

ら、
特

に
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
学

⼒
低

下
が

懸
念

。


特
化

した
分

野
は

強
い

が
、理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
知

識
の

幅
が

狭
い

。


理
⼯

系
の

基
礎

学
⼒

不
⾜

が
顕

著
。理

⼯
系

学
⽣

の
国

内
⺟

集
団

の
学

⼒
特

性
を

あ
らわ

して
い

る
。

→
②
へ
の
対
応
が
、企
業
の
採
⽤
リス
ク
を
低
減
さ
せ
、理
系
⼥
性
の
採
⽤
を
後
押
しす
る
最
良
の
⼿
段
。

（
参
考
４
）
産
業
界
に
お
け
る
技
術
職
新
⼈
職
員
の
知
識
レ
ベ
ル
低
下
の
懸
念

12
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（
参

考
）

馳
⽂

部
科

学
⼤

⾂
（

当
時

）
閣

議
後

会
⾒

（
平

成
27

年
11

⽉
24

⽇
）

抜
粋

（
略

）
とり

わ
け

学
⽣

の
⽴

場
とす

れ
ば

、履
修
履
歴
、あ
る
い
は
成
績
証
明
書
とい
った
も
の
を
基
本
的
に
ま
ず
活
⽤
す

る
こと
を
ル
ー
ル
の
中
に
ち
ゃ
ん
と明

記
して
い
た
だ
き
た
い

と思
い

ま
す

。
例

え
ば

理
系

の
学

⽣
さん

に
、ど

うし
て

⼼
理

学
を

履
修

した
ん

で
す

か
とか

、物
理

を
頑

張
って

い
る

学
⽣

さん
に

、ど
うし

て
⽂

学
や

憲
法

、い
わ

ゆ
る

⼈
⽂

系
を

履
修

して
こん

な
に

成
績

が
い

い
ん

で
す

か
とか

、や
は

り学
⽣

さん
の

勉
強

した
意

図
、成

果
とい

った
も

の
が

⾯
接

等
に

お
い

て
も

⼗
分

に
反

映
され

る
よ

うに
して

い
た

だ
き

た
い

と思
い

ま
す

。
とも

す
る

と、
私

の
よ

うに
体

育
会

で
頑

張
った

ん
だ

ね
とか

、学
外

で
の

活
動

を
多

分
に

評
価

す
る

とこ
ろ

も
あ

る
の

で
は

な
い

か
と危

惧
して

お
りま

す
が

、や
は

り学
⽣

の
本

分
で

あ
る

学
業

を
しっ

か
り習

得
し、

ま
た

、な
ぜ

履
修

した
の

か
と、

こう
い

った
成

績
証

明
書

な
どを

踏
ま

え
て

対
応

して
い

た
だ

き
た

い
と思

って
お

りま
す

。
（

略
）

●
「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
（

⼀
般

社
団

法
⼈

⽇
本

経
済

団
体

連
合

会
平

成
27

年
12

⽉
７

⽇
改

定
）

３
．

選
考

活
動

に
つ

い
て

（
３

）
選

考
活

動
に

お
け

る
留

意
点

（
略

）
ま

た
、⼤
学
等
の
履
修
履
歴
（
成
績
証
明
書
等
）
に
つ
い
て
⼀
層
の
活
⽤
を
検
討
す
る
こと
が
望
ま
しい

。


「採

⽤
選

考
に

関
す

る
指

針
」の

⼿
引

き
（

⼀
般

社
団

法
⼈

⽇
本

経
済

団
体

連
合

会
平

成
27

年
12

⽉
７

⽇
改

定
）

に
「⼤

学
等

の
履

修
履

歴
（

成
績

証
明

書
等

）
に

つ
い

て
⼀

層
の

活
⽤

を
検

討
す

る
こと

が
望

ま
しい

」と
記

載
され

、産
業

界
全

体
とし

て
履

修
履

歴
を

採
⽤

選
考

に
取

り⼊
れ

る
こと

で
、

学
⽣

に
対

して
基

礎
的

専
⾨

知
識

習
得

の
証

明
を

求
め

る
流

れ
が

形
成

。

（
参
考
５
）
産
業
界
で
の
採
⽤
活
動
に
お
け
る
履
修
履
歴
の
活
⽤
の
動
き

13

261



（
参
考
６
）
現
在
の
業
務
で
重
要
な
専
⾨
分
野
とそ
の
分
野
に
対
す
る
⾼
校
教
員
の
認
識


⾼

校
教

員
が

実
社

会
で

重
要

と考
え

る
、環

境
、エ

ネ
ル

ギ
ー

・資
源

、⽣
活

・家
政

、バ
イオ

等
の

分
野

に
お

い
て

は
、

現
在

の
産

業
で

重
要

とさ
れ

る
分

野
との

間
に

ず
れ

が
⾒

られ
る

。


⾼
校

は
将

来
の

ニ
ー

ズ
を

⾒
据

え
た

教
育

を
⾏

って
い

る
こと

を
鑑

み
る

と、
現

在
の

ニ
ー

ズ
とず

れ
が

⽣
じ

る
こと

は
当

然
で

あ
る

が
、産

業
ニ

ー
ズ

を
明

確
に

し、
共

有
す

る
な

ど、
⾼

校
教

育
とも

意
識

の
疎

通
を

深
め

る
こと

が
重

要
。

※
⾼

校
教

員
（

専
任

）
50

3⼈
に

対
して

ア
ン

ケ
ー

トを
実

施
。実

社
会

で
働

く観
点

で
、⾼

校
教

員
が

注
⽬

す
る

学
問

分
野

を
最

⼤
５

つ
ま

で
回

答
。

0.
0%

5.
0%

10
.0

%

15
.0

%

20
.0

%

機 械
輸 送 機 械

電 ⼒ ・ 電 気 機 器 ・ 回 路 系

電 ⼦ 系 デ バ イ ス

計 測 ・ 制 御 ・ シ ス テ ム 系

物 性 ␓ 電 気 ・ 電 ⼦ 材 料

ナ ノ ␓ マ イ ク ロ

材 料 化 学 ・ ⼯ 学

プ ロ セ ス ・ 化 学 ⼯ 学

化 学 ︵ 理 論 を 含 む ︶

環 境
エ ネ ル ギ ␗ ・ 資 源

⼟ ⽊
都 市 ・ 建 築 学

⽣ 活 ・ 家 政

デ ザ イ ン

IT ハ ␗ ド ・ ソ フ ト 系

ITﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 系

IT イ ン タ ␗ フ ␿ ␗ ス 系

IT 数 理 系

IT 原 理 系

情 報 活 ⽤ 系

⽣ 産 ・ 安 全 ・ 経 営 ・ 社 会

分 ⼦ ⽣ 物 学

⽣ 体 シ ス テ ム

先 端 医 療 研 究

神 経 系

薬 学 系

バ イ オ 関 連 ⼯ 学

⾷ 品 ・ 微 ⽣ 物

全 体 に 対 す る 割 合

企
業

に
お

け
る

現
在

の
業

務
で

重
要

で
、⼤

学
で

学
ぶ

必
要

が
あ

る
専

⾨
分

野
⾼

校
教

員
が

実
社

会
で

重
要

と考
え

る
専

⾨
分

野

企
業

に
お

け
る

業
務

で
重

要
な

専
⾨

分
野

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

26
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

と教
育

機
関

の
⼈

材
の

質
的

・量
的

需
給

ミス
マ

ッチ
調

査
」

14
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（
参
考
７
）
両
親
が
望
ん
で
い
た
職
業
の
タ
イ
プ
（
回
答
者
:理
系
進
学
者
）


理

系
男

性
の

親
（

特
に

⽗
親

）
は

、理
⼯

系
・技

術
系

の
仕

事
を

望
む

傾
向

が
強

い
の

に
対

し、
理

系
⼥

性
の

親
（

特
に

⺟
親

）
は

、資
格

や
免

許
の

い
る

仕
事

、専
⾨

的
な

仕
事

を
望

む
傾

向
が

強
い

0.
0%

5.
0%

10
.0

%

15
.0

%

20
.0

%

25
.0

%

理 ⼯ 系 ・ 技 術 系 の 仕 事

専 ⾨ 的 な 仕 事

資 格 や 免 許 の い る 仕 事

独 ⽴ し て 働 け る 仕 事

国 際 的 に 活 躍 で き る 仕 事

仕 事 と プ ラ イ ベ ␗ ト の バ ラ ン ス が 良 い 仕

事

能 ⼒ や 個 性 が 発 揮 で き る 仕 事

⾃ 宅 か ら 通 え る

知 名 度 が あ る 企 業

給 与 が 良 い 仕 事

該 当 す る も の は な い

回 答 者 数 に 対 す る 回 答 数 の 割 合

理
系

男
性

の
⽗

親
理

系
男

性
の

⺟
親

理
系

⼥
性

の
⽗

親
理

系
⼥

性
の

⺟
親

※
回

答
者

は
最

⼤
２

つ
ま

で
を

選
択

(回
答

者
数

)
【n

=
2,

63
9】

【n
=

1,
42

0】

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

27
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニ

ー
ズ

に
応

じた
理

⼯
系

⼈
材

育
成

の
た

め
の

実
態

調
査

」
15
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（
参
考
８
）
進
路
選
択
に
影
響
を
与
え
た
⼈
物

•
進

路
選

択
に

あ
た

って
は

、⽂
・理

を
問

わ
ず

、両
親

の
影

響
が

⼤
き

い
。⾼

校
教

師
及

び
先

輩
・友

⼈
か

らの
影

響
が

続
く。

•
男

性
は

⽗
親

、⼥
性

は
⺟

親
の

影
響

が
⼤

き
い

。特
に

理
系

選
択

に
関

して
は

、男
性

に
対

して
は

⽗
親

、⼥
性

に
対

して
は

⺟
親

及
び

⽗
親

の
影

響
が

⼤
き

い
。

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

回
答
者
全
体

⽗
親

⺟
親

祖
⽗

・祖
⺟

兄
弟

姉
妹

⼩
学

校
の

時
の

先
⽣

中
学

校
の

時
の

先
⽣

⾼
校

の
時

の
先

⽣
先

輩
・友

⼈

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

男
性

⽗
親

⽗
親

⺟
親

⺟
親

理
系

⽂
系

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%
60

%
70

%
80

%
90

%
10

0%

⼥
性

※
回

答
者

は
最

⼤
２

⼈
ま

で
を

選
択

【n
=

2,
63

9】

【n
=

1,
42

0】

(回
答

者
数

)
【n

=
5,

94
1】

【n
=

4,
05

9】

【n
=

3,
19

6】

【n
=

2,
74

5】

出
典

：
経

済
産

業
省

平
成

27
年

度
産

業
技

術
調

査
事

業
「産

業
界

の
⼈

材
ニ

ー
ズ

に
応

じた
理

⼯
系

⼈
材

育
成

の
た

め
の

実
態

調
査

」
16
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（
参
考
９
）
経
団
連
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
期
待


理

⼯
系

基
礎

科
⽬

の
習

得
に

お
い

て
は

、産
業
界
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
へ
の
明
確
な
期
待

が
出

さ
れ

て
お

り、
産

業
界

の
ニ

ー
ズ

へ
の

合
致

を
進

め
る

上
で
極
め
て
有
効
。

（
出

典
）

経
団

連
・Ｊ

Ｍ
Ｏ

Ｏ
Ｃ

共
催

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

「オ
ン

ライ
ン

学
習

の
世

界
的

潮
流

と理
⼯

系
⼈

材
育

成
へ

の
導

⼊
可

能
性

」
（

平
成

28
年

1⽉
19

⽇
開

催
）

に
お

け
る

経
団

連
説

明
資

料
か

ら抜
粋

17
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（
参
考
1０

）
技
術
系
基
礎
科
⽬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備


経

団
連

加
盟

企
業

若
⼿

技
術

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り、

企
業

の
ニ

ー
ズ

の
⾼

い
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

を
整

理
。

20
17

年
に

機
械

系
、電

気
系

の
理

⼯
系

基
礎

科
⽬

講
座

を
開

講
し

て
お

り、
20

18
年

は
情

報
系

で
５

〜
10

科
⽬

程
度

開
講

予
定

。


⼤
学

に
お

け
る

授
業

の
有

無
、地

⽅
に

お
け

る
他

⼤
学

聴
講

の
困

難
性

、⼤
学

教
員

の
教

育
能

⼒
、経

済
的

理
由

等
の

問
題

とは
関

係
な

く、
い

つ
で

も
、ど

こで
も

、何
度

で
も

良
質

な
基

礎
科

⽬
教

育
を

受
け

る
こと

が
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
こと

が
、産

業
界

の
ニ

ー
ズ

と⾼
等

教
育

の
ギ

ャッ
プ

の
是

正
に

効
果

的
。

18
（

出
典

）
⼈

材
需

給
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

取
りま

とめ
（

平
成

29
年

3⽉
）

か
ら抜

粋
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（
参
考
1１

）
理
⼯
系
⼈
材
育
成
に
関
す
る
産
学
官
円
卓
会
議

概
要

■
趣
旨

産
学

官
の

対
話

の
場

とし
て

「理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

」を
設

置
。同

会
議

に
お

い
て

、産
業

界
で

求
め

られ
て

い
る

⼈
材

の
育

成
や

育
成

され
た

⼈
材

の
産

業
界

に
お

け
る

活
躍

の
促

進
⽅

策
等

に
つ

い
て

、産
学

官
そ

れ
ぞ

れ
に

求
め

られ
る

役
割

や
具

体
的

な
対

応
を

検
討

。

■
検
討
事
項

（
１

）
産

業
界

の
将

来
的

な
⼈

材
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
⼤

学
等

に
お

け
る

教
育

の
充

実
⽅

策
（

２
）

企
業

に
お

け
る

博
⼠

号
取

得
者

の
活

躍
の

促
進

⽅
策

（
３

）
初

等
中

等
教

育
等

に
お

け
る

産
業

を
体

感
す

る
取

組
の

充
実

⽅
策

な
ど理

⼯
系

⼈
材

育
成

戦
略

を
踏

ま
え

た
産

学
官

の
⾏

動
計

画
に

つ
い

て

■
開
催
実
績

平
成

27
年

5⽉
か

ら平
成

28
年

7⽉
に

か
け

て
9回

開
催

。平
成

28
年

8⽉
2⽇

に
「理

⼯
系

⼈
材

育
成

に
関

す
る

産
学

官
⾏

動
計

画
」

を
取

りま
とめ

。平
成

29
年

5⽉
に

⾏
動

計
画

の
フォ

ロー
ア

ップ
の

た
め

に
開

催
。

＜
産

業
界

＞
内

⼭
⽥

⽵
志

トヨ
タ⾃

動
⾞

(株
)代

表
取

締
役

会
⻑

（
⽇

本
経

済
団

体
連

合
会

）
野

路
國

夫
(株

)⼩
松

製
作

所
取

締
役

会
⻑

オ
ー

プ
ン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
協

議
会

会
⻑

（
経

済
同

友
会

）
須

藤
亮

(株
)東

芝
技

術
シ

ニ
ア

フェ
ロー

（
産

業
競

争
⼒

懇
談

会
）

秋
⼭

咲
恵

(株
)サ

キ
コー

ポ
レ

ー
シ

ョン
代

表
取

締
役

社
⻑

京
都

⼤
学

経
営

協
議

会
委

員 ＜
省

庁
＞

常
盤

豊
⽂

部
科

学
省

⾼
等

教
育

局
⻑

末
松

広
⾏

経
済

産
業

省
産

業
技

術
環

境
局

⻑

＜
⼤

学
等

＞
⼤

⻄
隆

豊
橋

技
術

科
学

⼤
学

学
⻑

（
国

⽴
⼤

学
協

会
）

上
野

淳
⾸

都
⼤

学
東

京
学

⻑
（

公
⽴

⼤
学

協
会

）
佐

藤
光

史
⼯

学
院

⼤
学

学
⻑

（
⽇

本
私

⽴
⼤

学
団

体
連

合
会

）
⾕

⼝
功

(独
)国

⽴
⾼

等
専

⾨
学

校
機

構
理

事
⻑

神
⾕

弘
⼀

愛
知

県
⽴

豊
⽥

⼯
業

⾼
等

学
校

校
⻑

（
全

国
⾼

等
学

校
⻑

協
会

）

【委
員

】（
平

成
29

年
5⽉

現
在

）

19
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（
参
考
1２

）
理
⼯
系
⼈
材
育
成
に
関
す
る
産
学
官
⾏
動
計
画
に
お
け
る
関
係
箇
所
抜
粋

【産
業
界
】


⼤

学
等

や
学

⽣
に

対
し，

理
⼯

系
⼈

材
に

求
め

る
ス

キ
ル

を
具

体
的

に
提

⽰
す

る
。


採

⽤
活

動
に

お
い

て
，

当
該

ス
キ

ル
の

有
無

の
評

価
を

強
化

す
る

。な
お

，
ス

キ
ル

の
有

無
の

評
価

に
当

た
って

は
，

履
修

履
歴

（
成

績
証

明
書

等
）

及
び

履
修

証
明

に
つ

い
て

⼀
層

の
活

⽤
を

検
討

す
る

とと
も

に
，

資
格

試
験

の
活

⽤
等

を
引

き
続

き
進

め
る

。
【教
育
機
関
】


Ｍ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
等

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

⽤
した

教
育

に
つ

い
て

，
社

会
的

ニ
ー

ズ
の

⾼
い

分
野

か
ら，

実
効

性
の

⾼
い

教
育

プ
ログ

ラム
を

設
け

る
こと

で
，

学
⽣

の
ス

キ
ル

修
得

に
役

⽴
た

せ
る

。


⼤
学

協
議

体
に

お
け

る
産

業
界

との
定

期
的

な
意

⾒
交

換
を

踏
ま

え
た

検
討

に
よ

り，
各

⼤
学

は
カリ

キ
ュラ

ム
の

改
善

な
どの

対
応

を
検

討
・実

施
す

る
。

【政
府
】


ス

キ
ル

の
⾒

え
る

化
シ

ス
テ

ム
が

，
社

会
イン

フラ
とし

て
就

職
活

動
に

活
⽤

され
る

よ
う改

善
を

⾏
う。

（
中

⻑
期

的
対

応
）

【産
業
界
】


産

業
界

は
，

⼩
学

校
，

中
学

校
，

⾼
等

学
校

に
お

け
る

将
来

の
職

業
選

択
を

意
識

した
取

組
（

企
業

⾒
学

会
，

イベ
ン

ト開
催

，
業

界
の

展
⽰

会
や

製
品

・サ
ー

ビス
等

の
教

材
提

供
等

）
に

積
極

的
に

参
画

す
る

とと
も

に
，

従
業

員
に

対
し，

これ
らの

取
組

へ
の

親
⼦

参
加

を
奨

励
（

イベ
ン

ト等
の

推
奨

，
参

加
費

⽤
の

⼀
部

補
助

，
休

暇
の

付
与

等
）

す
る

。
【教
育
機
関
】


⼤

学
等

は
，

理
⼯

系
分

野
に

お
け

る
⼥

⼦
学

⽣
の

⽐
率

が
低

い
こと

を
踏

ま
え

，
⼥

⼦
の

理
⼯

系
分

野
へ

の
進

路
選

択
を

進
め

る
観

点
か

らも
，

⼩
学

校
，

中
学

校
，

⾼
等

学
校

等
に

お
け

る
将

来
の

職
業

と結
び

付
い

た
学

問
分

野
を

選
択

す
る

意
識

を
持

た
せ

る
取

組
に

積
極

的
に

参
画

す
る

。


ロー
ル

モ
デ

ル
を

⽰
す

こと
を

通
じて

，
分

か
りや

す
く将

来
展

望
を

イメ
ー

ジ
させ

る
こと

が
重

要
で

あ
る

た
め

，
産

学
が

協
⼒

して
，

モ
デ

ル
とな

る
ケ

ー
ス

を
発

信
す

る
。特

に
，

現
場

で
い

き
い

き
と仕

事
に

取
り組

ん
で

い
る

⼥
性

や
理

⼯
系

の
⼥

性
教

員
等

の
⾝

近
な

ロー
ル

モ
デ

ル
とな

る
⽅

か
ら理

系
の

魅
⼒

や
も

の
づ

くり
を

⽬
指

した
き

っか
け

を
聞

くな
どの

進
路

選
択

の
参

考
とす

る
機

会
を

積
極

的
に

設
け

る
。

【政
府
】


産

業
界

，
⼤

学
，

教
育

委
員

会
等

と連
携

し，
⼩

学
⽣

，
中

学
⽣

，
⾼

校
⽣

等
が

，
⾝

近
な

ロー
ル

モ
デ

ル
か

ら最
先

端
の

科
学

技
術

等
に

触
れ

る
機

会
を

確
保

す
る

こと
で

，
将

来
の

理
⼯

系
分

野
を

担
う⼈

材
の

知
識

や
意

欲
等

を
⾼

め
る

取
組

を
推

進
す

る
。


政

府
は

理
⼯

系
⼈

材
育

成
に

関
す

る
産

学
官

円
卓

会
議

に
て

、産
学

官
⾏

動
計

画
を

策
定

し、
短

期
的

な
らび

に
中

⻑
期

的
な

対
応

策
を

ま
とめ

た
ア

クシ
ョン

プ
ラン

を
提

⽰
。

産
業

界
ニ

ー
ズ

と⾼
等

教
育

の
マ

ッチ
ン

グ
⽅

策
、専

⾨
教

育
の

充
実

＜
短

期
的

対
応

（
2，

3年
以

内
）

＞

理
⼯

系
⼈

材
の

裾
野

拡
⼤

、初
等

中
等

教
育

等
に

お
い

て
産

業
を

体
感

す
る

取
組

の
充

実
⽅

策
＜

短
期

的
対

応
（

2，
3年

以
内

）
＞

20
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (6)

細項目
③

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 1,792,390 千円 の内数

29年度予算額： 1,087,531 千円

28年度歳出予算現額※1： 1,087,722 千円
28年度決算額： 1,008,999 千円

使用割合： 92.8 ％

－

－

該当施策概要

通し番号  77 

機構定員要求

-

　大学等に対して、研究と出産・育児・介護等との両立や女性研究者の研究力向上等に
係る取組を含む、具体的な目標値等の要件を記載した全学的な人材育成・活躍促進・流
動化促進に係る計画の作成を求め、国はその内容を審査し、支援する。

その他（具体的に）

③産業界及び教育機関への周知、広報の実施
　　研究と出産・育児・介護等との両立や女性研究者の研究力の向上等を通じたリーダー
の育成などの研究環境のダイバーシティ実現に向けた大学等における取組への支援
や、優れた研究者が、出産・育児による研究中断後に円滑に研究現場に復帰できるよう
研究奨励金を支給する取組等を一層推進する。

（６）理工系を始めとする科学技術・学術分野における女性活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

研究人材キャリアマネジメント促進事業の一部

　我が国の女性研究者の割合は増加傾向にあるが、主要国と比較すると未だ低い水準
にあり、上位職に占める女性の割合も低い状況にある。
　そこで、大学等における人材育成・人事システムの改革と連動させ、女性研究者等の
キャリアパス構築等を実現するための具体的なキャリアマネジメントのモデル形成を促す
ため、本事業を実施する。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算
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分野
－大
項目

５－１

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

５－２

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

科学技術・学術分野における女性の参画拡大

-

-

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

文部科学省

人材政策課
担当府省・担当課
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≪
計

画
に
求

め
る
要
件

≫

（
任
期
あ
り
）

（
任
期
な
し
）

大
学

等
以

外
の

キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の

拡
大

テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制

、
海

外
経

験
の

評
価

等
に
基

づ
く
、
明

確
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
形

成

女
性
研
究
者
等
の

研
究
力
向
上

①
流

動
性

の
拡

大

※
資

料
：
「
大
学
教
員
の
雇
用
状
況
に
関
す
る
調
査
」
（
平
成
２
７
年
９
月

文
部
科
学
省
、
科
学
技
術
・
学
術
政
策
研
究
所
）

研
究

大
学

に
お
け
る
教
員
の
雇
用
状
況

不
安

定
雇

用
の

解
消

女
性

研
究

者
の

上
位

職
登

用

⃝
若
手

研
究
者

等
は

研
究

現
場
の
原
動
力
で
あ
り
、
そ
の
育
成
・
活

躍
促

進
に
は

明
確
な
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の

下
、
多
様

な
経

験
や

挑
戦
の

機
会

が
必

要
。

⃝
我
が

国
の
基

礎
科

学
力

の
低
下
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
現

状
、
若

手
研
究

者
の
雇

用
は
引

き
続

き
不
安

定
で
あ
り
、
こ

う
し
た
状

況
か

ら
、
博

士
課

程
へ
の
進
学
率
は
減
少
傾
向
。
ま
た
女
性

研
究
者

の
研
究

力
向
上

等
を
通
じ
た
研

究
環
境

の
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
実

現
や

研
究
者
の
国
内
外
の
流
動
性
も
依
然
と
し
て
課

題
。

⃝
こ
れ
ま
で
、
個

々
の

課
題

に
対
す
る
支
援
策
に
よ
り
一
定
の
成

果
は

得
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
多
く
の

若
手

研
究

者
等
を
抱

え
る
大

学
等

に
お
け
る
適

切
な
流
動
化
を
伴
っ
た
研
究
人
材
の

キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構

築
が
急

務
。

⃝
こ
の

た
め
、
さ
ら
に
効

果
的
な
支
援
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
部

局
等
大

学
の
一

部
機
能

を
超

え
、
大
学

等
が
全

学
的
な

観
点

か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ

の
実
情
に
応
じ
戦
略
的
に
計
画
・
推

進
す
る
取

組
を
促
す
こ
と
が

必
要

。

【
事
業
の
目
的
・
目
標
】

【
成
長
戦
略
等
に
お
け
る
記
載
】

「
未
来
投
資
戦
略

2
01

7
」（
平
成

29
年

6月
9日

閣
議
決
定
）【
抄
】

・
大
学
等
に
お
け
る
優
れ
た
人
材
育
成
・
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
を
加
速
す
る
方
策
を
来
年

度
中
に
構
築
す
る
。

「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
戦
略

2
01

7
」
（
平
成

2
9年

6月
2日

閣
議
決
定
）
【抄

】

・
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
う
大
学
に
つ
い
て
、
経

営
・
人
事
シ
ス
テ
ム
の
改
革
や
若
手
ポ
ス
ト
の
確
保
等
、
課
題
に
適
切
に
対
応
し
、
大
学

内
の
人
材
、
知
、
資
金
を
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
機
能
さ
せ
る
べ
く
、
抜
本
的
な
大
学
改

革
を
推
進
す
る
。

・
大
学
の
教
員
・
研
究
者
人
事
に
お
け
る
公
正
で
透
明
性
が
高
い
評
価
・育

成
シ
ス
テ
ム

の
導
入
拡
大
（
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
制
等
）
、
優
秀
な
若
手
研
究
者
が
自
立
し
た
環
境
で
挑

戦
で
き
る
機
会
の
更
な
る
拡
充
（
「卓

越
研
究
員
事
業
」の

推
進
）な

ど
に
よ
り
、
流
動
性
と

安
定
性
に
配
慮
し
た
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
継
続
的
に
取
り
組
む
。

平
成
30
年
度
概
算
要
求
額

3
,
6
9
0百

万
円
（
4
,
4
70
百
万
円
）


大
学
等
に
お
け
る
人
材
育
成
・
人

事
シ
ス
テ
ム
の
改

革
と
連
動

さ
せ
、
若
手

・
女

性
研

究
者
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
構
築
と
大
学
等
に
お
け
る
全
学
的
な
人
材
の
流
動
化
促

進
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
形

成
を
促

す
。

研
究
人
材
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
促
進
事
業

背
景

・
課
題

事
業

概
要

①
複
数
メ
ニ
ュ
ー
の
提
示

②
法
人
と
し
て
採
択

③
補
助
金
の
交
付
等

①
全
学
的
な
観
点
か
ら
、
大
学
等
の
課
題
に
応
じ
た

５
年
間
の
人
材
育
成
等
計
画
を
作
成

②
取
組
の
実
施

人
材

育
成

等
計

画
を
作

成
、
応

募

採
択

、
支

援

大
学
等

・
大
学
等
は
、
人
材
育
成
等
計
画

の
内
容
を
中
期
計
画
等

に
記
載
。

・
国
は
、
達
成
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
３
年
目
に
評
価
。

・
大
学
等
に
お
い
て
、
補
助
期
間
後
に
、
自
立
・
内
生
化
。

【
事
業
概
要
・
イ
メ
ー
ジ
】

テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス
ト
の

創
出

【
事
業
ス
キ
ー
ム
】

全
学

的
な
人
材
の
育
成
・活

躍
促
進
・
流
動
化
促
進
を
通
じ
た

キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
の
形
成

改
善

①
全

学
的
な
人
材
の
流
動
化
の
促
進

例
）
年
俸

制
等

の
導

入
に
係
る
経
費

人
事

給
与

シ
ス
テ
ム
改

革
（
自

主
財

源
）

等

②
若

手
研
究
者
の
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
の
拡
大

(1
）
自

立
的
な
研
究
環
境
の
整
備

例
）
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
費

用
，
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
運

営
費

用
等

(2
)海

外
派
遣
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築

例
）
渡

航
費

，
研

究
費

，
代

替
要

員
の

人
件

費
等

③
大

学
等
以
外
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
拡
大

例
）
企
業

等
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
新

た
な
パ

ス
開

拓
に
係
る

経
費

等

④
全

学
的
な
取
組
の
た
め
の
機
能
充
実

例
）
キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人

材
の

人
件

費
、
執

行
部

の
取

組
経

費
等

⑤
女

性
研
究
者
の
活
躍
促
進

例
）
育
休

等
取

得
時

に
必

要
な
代

替
要

員
の
人

件
費

等

平
成

３
０

年
度

要
求

・
要

望
額

：
4
,3
9
5百

万
円

う
ち

優
先

課
題

推
進

枠
要

望
額

：
1
,0
0
0百

万
円

（
平

成
２

９
年

度
予

算
額

：
3
,3
4
6百

万
円

）

②
③

④

⑤

全
学
的
な
取
組
の
た
め
の
体
制
充
実

女
性

の
活

躍
・
促

進

全
学

的
な
取

組
を
促
進

若
手
研

究
者

の
増

加
、
セ
ク
タ
ー
間

流
動

性
向

上
、
女

性
活

躍
の
推

進

○
若
手
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
明
確
化
（
学
外
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
の
拡
大
方
策
、
人
材
育
成
方
策

等
）

○
全
学
的
な
流
動
化
促
進
の
た
め
の
学
内
任
期
無

し
研
究
者
の
年
齢
構
成
の
適
性
化
方
策

（
若
手
テ
ニ
ュ
ア
ポ
ス
ト
の
拡
大
と
そ
の
他
テ
ニ
ュ

ア
ポ
ス
ト
研
究
者
の
流
動
化

方
策
）

○
多
様
な
財
源
を
活
用
し
た
全
学
的
な
キ
ャ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現

（
大
学
で
抱
え
る
全
研
究
者
の

人
件
費
の
財
源
管

理
方
策
）

○
大
学
執
行
部
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
全
学
的

な
取
組
の
推
進

○
そ
れ
ぞ
れ

の
項
目
に
つ
い
て
の
明
確
な
Ｋ
Ｐ
Ｉの

設
定

施
策

メ
ニ
ュ
ー

国


各

大
学

等
の

課
題

に
応

じ
た
柔
軟
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
個

別
に
取

組
ん
で
い
た
施

策
を
メ
ニ
ュ
ー
化

。
大

学
等
に
対
し
て
、
具
体
的
な
目
標
値
等
の
要
件
を
記
載
し
た
全
学
的

な
人

材
育
成

・
活

躍
促

進
・
流
動
化
促
進
に
係
る
計
画
の
作

成
を
求

め
、
国

は
そ
の
内

容
を
審

査
し
、
支

援
。

○
対
象
機
関
：
大
学
等

○
事
業
規
模
：
１
億
円
程
度

○
事
業
期
間
：
５
年
間

○
支
援
機
関
数
：
１
０
機
関
程
度
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (7)

細項目
－

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 210,000 千円 の内数

29年度予算額： 190,536 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 195,028 千円 の内数
28年度決算額： 183,069 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

通し番号  78 

その他（具体的に）

（７）女性の起業に対する支援の強化
　女性の起業を支援するため、平成28年度に全国10か所に形成した地域の金融機関や
産業・創業支援機関、女性に対するキャリア相談を行う民間事業者・ＮＰＯ等を中心とし
た「女性起業家等支援ネットワーク」を通じ、女性の多種多様なニーズに応える支援環境
の整備を推進する。特に、女性起業家支援の情報をワンストップで収集できるポータルサ
イトにより、潜在的起業希望者や事業成長に課題を抱える創業間もない女性起業家に向
け情報発信を行う。また、ネットワーク内の各支援機関の連携を強め、事業立ち上げに至
るまでの伴走型支援を実施し、各地域の特性を踏まえた支援環境を整備する。
　あわせて、地域の女性の起業や起業後の事業継続を支援する拠点である男女共同参
画センターによるネットワークとの連携により様々な女性のニーズに配慮しつつ、女性起
業家に対する相談会や企業とのマッチング等の支援を行うことを促進する。
　また、新たに起業にチャレンジしたい女性や若者などへ、店舗借入費や設備費等を補
助する。平成29年度は、事業実施期間中における一人以上の雇用を要件化するととも
に、民間金融機関等からの外部資金の活用が見込まれ、経営安定化のために継続して
第三者からの支援が期待できる事業に対して重点的に支援を行う。

（７）女性の起業に対する支援の強化

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

女性起業家等支援ネットワーク構築事業

　平成２４年１２月に発足した第二次安倍内閣以降、「女性活躍」を政府の最重要政策の
一つと位置付け、成長戦略の推進や一億総活躍社会の実現に向けて、様々な取組を進
めている。

　ライフイベント等により、キャリアプランが多様な女性の活躍推進には、企業内における
女性活躍や多様性の推進に加え、企業就労に限らない多様なキャリアの選択肢の提示
が必要である。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

－

　　平成28年度から全国10箇所に形成している地域の金融機関や産業・創業支援機関、
女性に対するキャリア相談を行う民間事業者・NPO等を中心とした「女性起業家等支援
ネットワーク」を通じ、起業ニーズの引き出し・整理、女性起業家のロールモデルの提示、
金融機関等への橋渡しなどを実施する。

272



分野
－大
項目

３－５

分野
－大
項目

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

経済産業省

経済産業政策局　経済社会政策室
担当府省・担当課

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

再就職、起業、自営業等における支援

６３

５９

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野
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女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
事
業

平
成

30
年
度
概
算
要
求
額

2.
１
億
円
（

1.
9億

円
）

経
済
産
業
政
策
局

経
済
社
会
政
策
室

03
-3

50
1-

06
50

事
業
の
内
容

条
件
（
対
象
者
、対
象
行
為
、補
助
率
等
）

事
業
イ
メ
ー
ジ

事
業
目
的
・概
要


少
子
高
齢
社
会
化
の
中
で
、我

が
国
の
企
業
競
争
力
の
強
化
や
持
続
的
な
成
長
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、「
女
性
の
力
」を
発
揮
で
き
る
よ
うに
す
る
とと
も
に
、女

性
を
含
む

多
様
な
人
材
が
一
層
活
躍
で
き
る
よ
うに
す
る
こと
が
重
要
で
す
。


この
た
め
、女

性
を
含
む
多
様
な
人
材
の
活
躍
支
援
や
、女

性
の
新
しい
キ
ャリ
ア
・ス

テ
ー
ジ
とし
て
の
「起
業
」に
対
す
る
支
援
を
通
じ、
女
性
が
そ
の
能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
社
会
を
目
指
しま
す
。

成
果
目
標


平
成

32
年
度
ま
で
の

5年
間
の
事
業
を
通
じて
、以

下
を
目
指
しま
す
。

1.
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク事

業
の
開
催
す
る
セ
ミナ
ー
等
の
参
加
者
の
う

ち
、同

ネ
ット
ワ
ー
ク内

構
成
機
関
へ
起
業
相
談
を
行
った
女
性
の
割
合
：

30
％

2.
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク利

用
者
の
５
年
間
で
の
創
業
率
：

30
％

（
１
）
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ普

及
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
事
業

•
多
様
な
人
材
の
能
力
を
活
か
し、
イノ
ベ
ー
シ
ョン
の
創
出
、生

産
性
向
上
等
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
企
業
を
「新
・ダ
イバ
ー
シ
テ
ィ経
営
企
業

10
0選

」等
とし
て
選
定
しま

す
。

•
女
性
活
躍
推
進
に
優
れ
た
上
場
企
業
を
「な
で
しこ
銘
柄
」と
して
選
定
しま
す
。

•
表
彰
企
業
等
の
ベ
ス
トプ
ラク
テ
ィス
の
周
知
や
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ経

営
に
関
す
る
産

業
界
と資

本
市
場
・労
働
市
場
との
対
話
等
の
普
及
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、産

業
界
に
お
け
る
女
性
活
躍
・ダ
イバ
ー
シ
テ
ィ経
営
の
推
進
を
図
りま
す
。

（
２
）
女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク
構
築
事
業

•
平
成

28
年
度
か
ら全

国
10
箇
所
に
形
成
して
い
る
地
域
の
金
融
機
関
や
産
業
・創

業
支
援
機
関
、女

性
に
対
す
る
キ
ャリ
ア
相
談
を
行
う民

間
事
業
者
・N

PO
等
を
中

心
とし
た
「女
性
起
業
家
等
支
援
ネ
ット
ワ
ー
ク」
を
通
じ、
起
業
ニ
ー
ズ
の
引
き
出
し・

整
理
、女

性
起
業
家
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
示
、金

融
機
関
等
へ
の
橋
渡
し
な
どを

実
施
しま
す
。

＜
具
体
的
な
取
組
内
容
＞

①
支
援
対
象
の
重
点
化

女
性
固
有
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
故
に
起
業
とい
う選

択
を
迷
って
い
る
女
性
に

対
し
て
、仕

事
と家

庭
の
両
立
に
あ
た
って
の
「起
業
」と
い
う手

段
の
有
効
性
の
提

示
や
、起

業
の
相
談
相
手
とな
る
先
輩
女
性
起
業
家
等
との
ネ
ット
ワ
ー
ク構

築
な

ど、
そ
の
課
題
を
解
決
で
き
る
支
援
策
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
しま
す
。

②
支
援
モ
デ
ル
の
創
出

ネ
ット
ワ
ー
ク内

の
構
成
機
関
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、潜

在
的
起
業
希
望
者
が

事
業
立
ち
上
げ
に
至
る
ま
で
、様

々
な
支
援
機
関
同
士
が
広
域
に
連
携
して
徹
底

的
に
伴
走
支
援
す
る
モ
デ
ル
を
創
出
しま
す
。

国
民
間
企
業
等

委
託
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (7)

細項目
－

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

○

－

○

30年度要求予算額： 1,000,000 千円 の内数

29年度予算額： － 千円

28年度歳出予算現額※ － 千円
28年度決算額： － 千円

使用割合： － ％

－

－

該当施策概要

通し番号  79 

機構定員要求

－

　創業に要する経費の一部を補助し、地域の活性化を促す。事業実施機関中に一人
以上の雇用を要件とし、民間金融機関等からの外部資金の活用が見込まれ、経営安
定化のために継続して第三者からの支援が期待できる事業に対して重点的に支援。

その他（具体的に）

（７）女性の起業に対する支援の強化
　女性の起業を支援するため、平成28年度に全国10か所に形成した地域の金融機関
や産業・創業支援機関、女性に対するキャリア相談を行う民間事業者・ＮＰＯ等を中心
とした「女性起業家等支援ネットワーク」を通じ、女性の多種多様なニーズに応える支
援環境の整備を推進する。特に、女性起業家支援の情報をワンストップで収集できる
ポータルサイトにより、潜在的起業希望者や事業成長に課題を抱える創業間もない女
性起業家に向け情報発信を行う。また、ネットワーク内の各支援機関の連携を強め、
事業立ち上げに至るまでの伴走型支援を実施し、各地域の特性を踏まえた支援環境
を整備する。
　あわせて、地域の女性の起業や起業後の事業継続を支援する拠点である男女共同
参画センターによるネットワークとの連携により様々な女性のニーズに配慮しつつ、女
性起業家に対する相談会や企業とのマッチング等の支援を行うことを促進する。
　また、新たに起業にチャレンジしたい女性や若者などへ、店舗借入費や設備費等を
補助する。
（後略）

（７）女性の起業に対する支援の強化

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

地域創業活性化支援事業

   地域での創業とそれによる地域経済の活性化を一層推進していくため、潜在的創業
者の掘り起こしから創業前の支援、創業後の成長の後押しまでを実施。

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算
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分野
－大
項目

３－５

分野
－大
項目

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

関連施策（事業）の通し番号※2

関連施策（事業）の通し番号※3

－

主に関係する分野・大項目

その他関係する分野・大項目等

再就職、起業、自営業等における支援

－

－

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係
る平成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基
づく平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

経済産業省

中小企業庁創業・新事業促進課
担当府省・担当課
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地
域
創
業
活
性
化
支
援
事
業

平
成

30
年
度
概
算
要
求
額
１
０
．
０
億
円
（
新
規
）

1.
2.

3.
中
小
企
業
庁

創
業
・新
事
業
促
進
課

03
-3

50
1-

17
67

2.
経
済
産
業
政
策
局

産
業
人
材
政
策
室

03
-3

50
1-

22
59

2.
経
済
産
業
政
策
局

新
規
産
業
室

03
-3

50
1-

15
69

事
業
の
内
容

条
件
（
対
象
者
、対
象
行
為
、補
助
率
等
）

国
事
業
者

支
援
者

補
助
（
定
額
）

事
業
イ
メ
ー
ジ

事
業
目
的
・概
要


地
域
で
の
創
業
とそ
れ
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
一
層
推
進
し
て
い
くた
め
、潜

在
的
創
業
者
の
掘
り起

こし
か
ら創

業
前
の
支
援
、創

業
後
の
成
長
の
後
押
しま
で
を

実
施
しま
す
。


全
国
的
な
創
業
機
運
を
醸
成
す
る
た
め
に
、連

携
す
る
ビジ
ネ
ス
プ
ラン
コン
テ
ス
トか
ら

の
推
薦
者
や
創
業
ス
クー
ル
修
了
生
等
、創

業
を
目
指
す
創
業
者
を
支
援
しま
す
。


ま
た
、創

業
支
援
事
業
者
（
商
工
会
・商
工
会
議
所
、地

域
金
融
機
関
等
）
が
行

う創
業
支
援
の
取
組
を
促
進
す
る
とと
も
に
、創

業
希
望
者
、支

援
事
業
者
、地

域
の

企
業
が
連
携
した
成
長
志
向
の
取
組
を
支
援
しま
す
。


地
域
の
ス
ター
トア
ップ
企
業
に
対
して
、第

一
線
で
活
躍
す
る
現
役
社
員
を
派
遣
し、

ス
ター
トア
ップ
企
業
の
着
実
な
成
長
を
支
援
しま
す
。


地
域
に
お
け
る
創
業
支
援
体
制
の
一
層
の
質
の
向
上
の
た
め
、各

地
域
に
お
け
る
創

業
支
援
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ップ
を
図
る
取
組
を
支
援
しま
す
。

成
果
目
標


事
業
の
成
果
目
標
に
つ
い
て
は
、

①
創
業
ス
クー
ル
受
講
者
の
創
業
率

50
%
を
目
指
しま
す
。

②
補
助
終
了
後
５
年
経
過
時
の
事
業
継
続
率

90
％
を
目
指
しま
す
。

民
間

団
体
等

民
間

団
体
等

補
助

（
定
額
、1

/2
、2

/3
）

民
間

団
体
等

起
業
家
等

事
業
者

委
託

委
託

認
定

支
援

１
．
潜
在
的
創
業
者
掘
り起

こし
事
業

２
．
地
域
創
造
的
起
業
補
助
金

３
．
創
業
支
援
事
業
者
補
助
金


国
で
定
め
た
一
定
水
準
の
カリ
キ
ュラ
ム
を
実
施
す
る
創
業
ス
クー
ル
を
認
定
し、
創
業
者

の
基
礎
的
な
知
識
習
得
を
支
援
しま
す
。


地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
コン
テ
ス
トと
連
携
し
た
創
業
ス
クー
ル
選
手
権
を
実
施
し
て
、創

業
の

意
義
を
全
国
的
に
広
め
、潜

在
的
創
業
者
の
掘
り起

しを
行
い
ま
す
。


若
年
層
の
創
業
意
識
を
高
め
る
こと
を
目
的
とし
て
、地

域
に
根
差
した
起
業
家
教
育
プ

ログ
ラム
等
を
実
施
しま
す
。


認
定
創
業
ス
クー
ル
及
び
連
携
コン
テ
ス
トか
らア
ン
トレ
プ
レ
ナ
ー
ジ
ャパ
ン
キ
ャン
ペ
ー
ン

（
全
国
創
業
ス
クー
ル
選
手
権
）
へ
推
薦
され
た
ビジ
ネ
ス
プ
ラン
を
対
象
とし
て
、創

業
費
用
の
一
部
を
支
援
しま
す
。


創
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、地

域
の
活
性
化
を
促
しま
す
。事

業
実
施
期

間
中
に
一
人
以
上
の
雇
用
を
要
件
とし
、民

間
金
融
機
関
等
か
らの
外
部
資
金
の
活

用
が
見
込
ま
れ
、経

営
安
定
化
の
た
め
に
継
続
して
第
三
者
か
らの
支
援
が
期
待
で
き
る

事
業
に
対
して
重
点
的
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

(補
助
上
限

20
0万

円
※
外
部
資
金

調
達
の
確
約
が
な
い
場
合

10
0万

円
、補

助
率

1/
2）


知
見
不
足
等
で
悩
む
地
域
の
ス
ター
トア
ップ
企
業
に
対
して
、ビ
ジ
ネ
ス
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
大
企
業
等
の
現
役
社
員
を
派
遣
す
る
こと
に
よ
り、
創
業
後
の
着
実
な
成
長
を
支

援
しま
す
。


特
定
創
業
支
援
事
業
を
行
う創

業
支
援
事
業
者
が
、認

定
創
業
支
援
事
業
計
画
に

基
づ
き
行
う創

業
支
援
事
業
を
支
援
し
ま
す
。（

補
助
上
限

1,
00

0万
円
、※

小
規

模
な
事
業
計
画
向
け
補
助
上
限

10
0万

円
、補

助
率

2/
3）

。

創
業
支
援
事
業
者
が
、創

業
支
援
の
質
の
向
上
を
図
る
、地

域
に
必
要
な
支
援
ニ
ー

ズ
の
掘
り起

こし
、支

援
策
の
ノウ
ハ
ウ
等
、実

践
的
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
た
め
の
継
続

的
な
取
組
等
を
支
援
しま
す
。

民
間

団
体
等

委
託
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「女性活躍加速のための重点方針2017」該当箇所

大項目 Ⅰ

中項目 3

小項目 (7)

細項目
－

該当施策名
（事業名）

該当施策の背景・
目的

－

－

○

30年度要求予算額： 350,000 千円 の内数

29年度予算額： 250,000 千円 の内数

28年度歳出予算現額※1： 599,943 千円 の内数
28年度決算額： 568,567 千円 の内数

使用割合： － ％

－

－

通し番号  80 

地域女性活躍推進交付金

Ⅰ．あらゆる分野における女性の活躍

３．あらゆる分野における女性の参画拡大・人材育成

（７）女性の起業に対する支援の強化

（７）女性の起業に対する支援の強化
   女性の起業を支援するため、平成28年度に全国10か所に形成した地域の金融機関や
産業・創業支援機関、女性に対するキャリア相談を行う民間事業者・ＮＰＯ等を中心とし
た「女性起業家等支援ネットワーク」を通じ、女性の多種多様なニーズに応える支援環境
の整備を推進する。特に、女性起業家支援の情報をワンストップで収集できるポータル
サイトにより、潜在的起業希望者や事業成長に課題を抱える創業間もない女性起業家に
向け情報発信を行う。
   また、ネットワーク内の各支援機関の連携を強め、事業立ち上げに至るまでの伴走型
支援を実施し、各地域の特性を踏まえた支援環境を整備する。
あわせて、地域の女性の起業や起業後の事業継続を支援する拠点である男女共同参
画センターによるネットワークとの連携により様々な女性のニーズに配慮しつつ、女性起
業家に対する相談会や企業とのマッチング等の支援を行うことを促進する。

    平成28年４月に施行された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以
下「女性活躍推進法」という。）」において、国及び地方公共団体は、女性の職業生活に
おける活躍の推進に関して必要な施策を策定し、実施することが責務とされている。さら
に、女性の活躍推進は一億総活躍の最も重要な柱となっており、これらを踏まえ、女性
活躍推進法に基づき、地域の実情に応じた地方公共団体における女性の活躍推進に関
する施策の実施を支援することにより、地域における女性の活躍を迅速かつ重点的に推
進する。

該当施策の政策手
段の分類

法令・制度改正

税制改正要望

予算

機構定員要求

その他（具体的に）

－
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該当施策概要

分野
－大
項目

２－４

分野
－大
項目

   多様な主体による連携体制の構築の下、女性活躍推進のためのワンストップ支援体
制の整備など、住民に身近な地方公共団体が行う、地域の実情に応じた取組を支援す
る。
（交付対象）地方公共団体
（補 助 率）10分の８（28年度二次補正）　２分の１（29年度要求）
（交付上限）都道府県　1,600万円（28年度二次補正）　1,000万円（29年度）
　　　　　　政令指定都市　800万円（28年度二次補正）　  500万円（29年度）
　　　　　　市区町村　　　  400万円（28年度二次補正）　  250万円（29年度）
（交付要件）女性活躍推進法第６条における都道府県推進計画・市町村推進計画をすで
に策定、又は、策定を予定していること
　※定量的な成果目標を設定。

   本交付金の活用により、地域の女性の起業や起業後の事業継続を支援する拠点であ
る男女共同参画センターによる「女性起業家等支援ネットワーク」との連携により、地域
の女性起業支援の拠点として、様々な女性のニーズに配慮しつつ、女性起業家に対す
る相談会や企業とのマッチング等の支援を行うことを促進する。

「女性活躍加速の
ための重点方針
2015」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※2

６５

「女性活躍加速の
ための重点方針
2016」での関連施
策（事業）

関連施策（事業）の通し番号※3

４９、６０

※１「予算現額」は、歳出予算額、前年度繰越額、予備費使用額及び流用等増減額を加除したもの。

※２「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１５』に係る平
成２８年度予算内容等について（平成２８年１月）」での施策の整理上の番号を示す。

※３「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』での関連施策（事業）の通し番号」は、「『女性活躍加速のための重点方針２０１６』に基づく
平成２９年度予算案等について（平成２９年２月）」での施策の整理上の番号を示す。

「第４次男女共同参
画基本計画」での
関係分野

主に関係する分野・大項目

経済分野

その他関係する分野・大項目等

４－２

担当府省・担当課
内閣府

男女共同参画局総務課
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地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
（
平
成
３
０
年
度
予
算

３
．
５
億
円
）

目
的

内
容

第
4次

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
期
間
中
に
お
い
て
、
地
域
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
女
性
活
躍

推
進
法
に
基
づ
く
推
進
計
画
を
策
定
し
、
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
施
策
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
。
（
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
交
付
金
）

多
様
な
主
体
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
の
下
、
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
る
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
協
議
会
等
を
活
用
し
た
継
続
就
業
を
支
援
す
る
仕

組
み
づ
く
り
や
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
体
制
の
整
備
な
ど
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
が
行
う
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
を
支
援
す
る
。

内
閣

府

他
の
地
域
の

•
地
方
公
共
団
体

•
地
域
経
済
団
体

等情
報
提
供

男
女

セ
ン
タ
ー

国
民
間
企

業

農
林
水
産

団
体

教
育
機
関

都
道
府
県

・
経

済
産

業
局

・
労

働
局

等

・
男
女
担

当
部

局
・
経
済
担

当
部

局
・
農
水
担

当
部

局
等

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

・
商

工
会

・
農

協
・
銀

行
等

市
区

町
村

○
協

議
会

等
を
活

用
し
た
継

続
就
業

を
支

援
す
る
仕

組
み

づ
く
り

•
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
等
に
お
け

る
育
児
休
業
の
取
得
促
進
（
育
休
代
替
要
員
の

確
保
含
む
）
等
に
よ
り
、
女
性
が
継
続
就
業
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
等
を
地
域
ぐ
る
み
で
検
討
、
整
備

○
女

性
活

躍
推
進
の

た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

支
援

体
制

の
整
備

•
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
様
々
な
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
き
め
細
か
に
対
応
す
る
相
談

窓
口
を
整
備
（
就
労

、
起
業

、
子

育
て
支
援
、
教

育
、

福
祉
等
）

【
交
付
対
象
】

地
方
公
共
団
体

【
補
助
率
】

２
分
の
１

【
交
付
上
限
】

都
道
府
県

１
，
０
０
０
万
円

政
令
指
定
都
市

５
０
０
万
円

市
区
町
村

２
５
０
万
円

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
推
進
計
画
に
位
置
付

け
ら
れ
た
事
業
（
策
定
予

定
の
推
進
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
予
定
の
事
業

を
含
む
）
が
対
象

※
地
域

に
お
け
る
女
性
の
職
業

生
活
の
活
躍
に
関
連
し
て
、
必
要

と
な
る
地
域
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
関
連
す
る
事
業
（
防
災
、
福
祉
等
）
は
、
上
記
の
取
組
と
併
せ
て
実
施
す
る
も
の
で
、
先
進
性
、

先
駆

性
の

あ
る
も
の
に
限
り
対
象
と
す
る
。

地
域
経
済

団
体

事
業
ス
キ
ー
ム

真
に
実
効
性
の
あ
る
先
導
的
な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
①
地
域
性
、
②
見
え
る
化
、
③
官
民
連
携
・
地
域
連
携
、
④
政
策
連
携

を
要
件
と
し
て
、
事
業
に
係
る

KP
I・
数
値
目

標
の
設
定
、
効
果
検
証
の

実
施
、
事
業
採
択
に
当
た
っ
て
の
有
識
者
に
よ
る
審
査
等
を
含
め
た

PD
CA

サ
イ
ク
ル
を
確
立

○
地

域
の

実
情
に
応
じ
た
女
性
の

職
業
生

活
に
お
け
る
活

躍
推

進
•

企
業
の
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
の
促
進

•
女
性
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
提
供
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
•

男
性
リ
ー
ダ
ー
、
管
理
職
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の

情
報

発
信

等

<多
様

な
主
体

の
連
携
・
参
画

>
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

の
明

確
化
）

人
材
、
資
金

、
ノ
ウ
ハ

ウ
等
の

提
供
・
共
有
等

金
融
機
関

<女
性

活
躍

推
進

法
に

基
づ
く
協

議
会

等
多

様
な

主
体

に
よ
る
連

携
体
制

>

＜
地

域
に
お
け
る
女
性

活
躍

の
推

進
・
課

題
解

決
＞

・
｢地

域
性
｣を

踏
ま
え
た

Ｋ
Ｐ
Ｉ・
定

量
的

成
果

目
標

設
定

・
｢見

え
る
化
｣

（
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の
解
消
、
中

小
企

業
に
お
け
る
女

性
の

継
続

就
業
、

女
性
の
登
用
拡
大
、
管

理
職

の
意

識
改

革
、
働

き
方

改
革

等
）

・
官
民
連
携

・
地
域
連
携

・
政
策
連
携
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